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平成26年11月５日提出

長野県都市計画審議会長

26都第280号

平成26年10月22日

長野県都市計画審議会長　様

長　野　県　知　事

議第５号

松川都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更について

松川都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更について

　このことについて、都市計画法第21条第２項の規定において準用する同法第18条第
１項の規定により、次のように審議会に付議します。
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変更理由書 

 

「松川都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」は、平成16年5月の策定以降、約10

年が経過しており、今日、人口減少化社会や少子高齢化社会の進行、中心市街地の空洞化、

地球温暖化問題や東日本大震災を契機とした防災への関心の高まり、グローバル化の進展

等、松川都市計画区域（以下、本区域という。）をとりまく社会経済情勢も大きく変化し

ている。 

また、本区域に近接する飯田市では、三遠南信自動車道の整備が進められているほか、

リニア中央新幹線の整備が予定されているなど、高速交通体系の整備により、新たな都市

の発展が期待されている。 

こうした背景を踏まえ、地形的条件、生活・文化圏、市街地の連たん等、一体的な都市

圏として飯伊圏域全体の将来を見据えた広域的な観点からの見直しが必要となっている。 

こうしたことから、平成15年に策定した「飯伊圏域都市計画マスタープラン」及び平成

23年度に実施した「都市計画に関する基礎調査」の結果等を踏まえ、飯伊圏域全体に共通

する課題等を明らかにしたうえで、当該都市の発展の動向、当該都市計画区域における人

口、産業の現状及び将来の見通し等を勘案し、主要な土地利用、都市施設等についておお

むねの配置、規模等を示し、一体の都市として整備、開発及び保全を図るため、次のとお

り変更するものである。 

なお、リニアを見据えた地域づくりの指針「長野県リニア活用基本構想」（平成26年３

月）における「伊那谷交流圏構想」や「リニア３駅活用交流圏構想」などの実現に向け、

現在、関係機関において検討が進められていることから、リニア中央新幹線新設に伴う土

地利用の方針や都市施設の整備に関する都市計画の決定の方針などは、今後、計画が具体

化した時点で再度マスタープランの見直しを行う予定である。 
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松川－1 

松川都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針を次のように変更する。 

１．飯伊圏域の現状と課題 

（１）圏域の現状 

飯伊圏域は長野県の南に位置し、静岡県、愛知県、岐阜県と接しており、飯田市、松

川町、高森町、阿南町、阿智村、平谷村、根羽村、下條村、売木村、天龍村、泰阜村、

喬木村、豊丘村、大鹿村の 14市町村で構成されている。 

東を南アルプス（赤石山脈）、西を中央アルプスに挟まれ、ほぼ中央を南北に天竜川

が流れ、大きく飯田盆地、南部高原、赤石渓谷の３つの地形で構成されている。 

市街地や集落地は、天竜川沿いの平坦地に形成されており、飯伊圏域の北部には３つ

の都市計画区域（飯田都市計画区域、松川都市計画区域、高森都市計画区域）が指定さ

れ、一体的な都市圏を形成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■飯伊圏域の位置 

■飯伊圏域の概況 

長野県 

飯伊圏域 
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松川－2 

ア 人口の動向 

飯伊圏域の人口及び世帯数は、169,504 人、58,544 世帯（平成 22年国勢調査）で、

過去の推移をみると、昭和 60年をピークに年々減少傾向にある。 

都市計画区域が指定されている飯田市及び松川町は減少傾向にあり、高森町は平成

22 年までは増加傾向にあったが、国立社会保障・人口問題研究所による将来推計人

口（平成 25 年３月推計）では、飯伊圏域内の各市町村とも、人口の減少が予測され

ている。 

平成 23 年 10 月現在の年少人口及び高齢者人口の割合は、それぞれ 13.9％、29.6％

となっており、特に高齢化率は、全国平均(23.0％)、県平均（26.5％）（数値はいず

れも平成 22 年国勢調査）と比べて高い比率となっている。 

また、飯伊圏域内では天龍村や大鹿村等、高齢化率が 40％を超える町村も多くみ

られる。 

■飯伊圏域の人口動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■飯伊圏域の人口動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：実績値は国勢調査、推計人口は国立社会保障人口問題研究所のコーホート推計値。 

全国値の単位は千人。 
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飯田市 松川町 高森町 ３市町合計 飯伊圏域
（人）

昭和55年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年

飯田市 78,515 92,401 91,859 106,772 107,381 108,624 105,335 101,555 97,558 93,253 88,844 84,353

松川町 13,108 13,511 13,422 13,617 14,070 14,117 13,676 13,099 12,502 11,883 11,252 10,607

高森町 11,488 12,022 12,232 12,252 12,528 12,976 13,216 13,244 13,101 12,895 12,645 12,367

３市町合計 103,111 117,934 117,513 132,641 133,979 135,717 132,227 127,898 123,161 118,031 112,741 107,327

飯伊圏域 179,462 180,763 179,038 170,014 178,392 175,523 169,504 162,924 156,042 148,924 141,799 134,698

長野県 2,083,934 2,136,927 2,156,627 2,193,984 2,215,168 2,196,114 2,154,695 2,090,658 2,018,822 1,937,623 1,851,124 1,760,905

全国 117,060 121,049 123,611 125,570 126,926 127,768 128,057 126,597 124,100 120,659 116,618 112,124

国勢調査実績値（人） 将来推計人口（人）
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松川－3 

イ 市街化の動向 

飯伊圏域の市街地は、飯田市、松川町、高森町の用途地域を中心に形成されており、

ＪＲ飯田駅周辺に飯伊圏域の核となる中心市街地が形成されている。 

都市計画区域が指定されている飯田市、松川町、高森町では、全体的に、用途地域

外の人口が増加傾向にある。特に飯田市においては用途地域内の人口が減少し、用途

地域外で増加する人口の逆転現象が生じており、用途地域外での農地転用も増加傾向

にある。 

また、飯伊圏域の核となっている飯田中心市街地においては人口減少が進んでおり、

車社会の進展に伴い、近年は一般国道 153 号等の主要な幹線道路沿道において沿道型

店舗等の立地が進行している。 

■用途地域内外の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 産業の動向 

（ｱ）産業別人口の推移 

平成 22 年現在、飯伊圏域の産業従事者は約８万５千人で、第３次産業が 55.0％、

第２次産業が 31.5％、第１次産業が 13.5％の割合となっており、近年、第２次産業

の減少が目立っている。 

都市計画区域が指定されている３市町は、近年、産業別人口はいずれも減少傾向

にあり、特に第２次産業の減少が目立っている。 

■飯伊圏域の産業別従業者数の推移         ■同構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

用途地域内人口 51,633 49,972 47,957 46,277 45,488 43,901

用途地域外人口 32,741 34,622 40,030 43,024 43,265 47,847

人口密度（人/ha）
35.4
（7.3）

34.2
（7.7）

47.3
（9.8）

30.4
（8.5）

29.9
（8.6）

28.9
(7.3)

DID区域人口 35,838 41,281 39,743 38,597 36,512 34,695

用途地域内人口 3,749 3,789 3,971 4,242 4,249 -

用途地域外人口 8,907 8,814 8,957 9,137 9,233 -

人口密度（人/ha）
22.8
（3.7）

23.1
（3.7）

24.2
（3.7）

25.8
（3.8）

25.9
（3.8）

-

用途地域内人口 3,323 3,555 3,412 3,468 3,595 -

用途地域外人口 8,699 8,677 8,840 9,060 9,381 -

人口密度（人/ha）
19.5
（3.4）

18.7
（3.4）

18.0
（3.5）

18.3
（3.6）

31.1
（4.4）

-

飯田市

松川町

高森町

※資料：都市計画基礎調査 

※人口密度：上段は用途地域内、下段（）は用途地域外の人口密度 

 

1次産業 2次産業 3次産業

H7 17,376 37,516 45,818

H12 14,750 35,524 47,880

H17 14,427 31,135 48,844

H22 11,510 26,849 46,938
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松川－4 

■産業別人口の推移（３市町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｲ）産業別の動向 

a 農業 

飯伊圏域の農業は、温暖な気候と標高差を活かし、多種多様な作物が生産されて

いる。農業生産額は、果樹・畜産が生産額の約５割を占めており、農産物の加工や

グリーンツーリズム等、農業・農村資源を活用した取り組みが進められ、地域の特

色となっている。 

しかし、農家数、農業生産額も年々減少しており、農業従事者の高齢化に伴う担

い手の確保等が大きな課題となっている。 

 

b 工業 

飯伊圏域の工業は、「精密機械・食料」を中心としており、製造品出荷額では、飯

田市が圏域全体の７割以上を占めている。 

企業数、従業者数、製造品出荷額とも近年は減少傾向にあり、工場立地件数も近

年は年数件程度の低い水準にとどまっている。 

また、飯伊地域の水引・凍豆腐・半生菓子・漬物等の特色ある地場産業は、国内

の高いシェアを占めている。 

 

c 商業 

飯伊圏域の商業は、商店数、従業者数、商品販売額とも平成 11年以降、年々減少 

が続いている。 

飯伊圏域の商品販売額の約８割を飯田市が占め、松川町、高森町を含めると９割 

以上となり、飯伊圏域全体が飯田市を中心とする第１次商圏に包括されている。 

なお、店舗面積 1,000 ㎡超の大規模小売店舗は、平成 26 年１月末現在で 39 店舗 

となっている。 

資料：都市計画基礎調査、国勢調査 

昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

第１次産業 10,051 8,022 7,581 6,535 6,415 4,837

第２次産業 23,539 24,022 23,250 22,233 19,682 16,879

第３次産業 27,209 28,878 31,833 31,703 31,490 30,313

計 60,838 61,549 62,721 60,530 58,036 55,280

第１次産業 2,910 2,472 2,332 2,158 2,056 1,807

第２次産業 2,887 2,877 2,867 2,922 2,579 2,239

第３次産業 2,175 2,484 2,910 3,197 3,421 3,339

計 7,976 8,081 8,118 8,279 8,064 7,410

第１次産業 2,259 1,934 1,840 1,691 1,575 1,257

第２次産業 2,359 2,531 2,591 2,451 2,262 2,138

第３次産業 2,373 2,662 2,913 3,210 3,564 3,700

計 7,001 7,129 7,350 7,376 7,413 7,119

飯田市

松川町

高森町
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松川－5 

d 林業 

飯伊圏域の森林率は 86％で、県平均の 78％を大きく上回っている。 

森林資源は、建築用材、土木用材、木質バイオマス燃料として利用されており、

根羽スギや遠山スギとしてブランド化された木材もある。また、マツタケをはじめ

とするキノコ等の特用林産物も、林業生産額の多くを占めている。 

 

エ 都市整備の状況 

（ｱ）道路・交通施設の状況 

a 幹線道路網 

飯伊圏域の主な幹線道路網としては、中央自動車道、三遠南信自動車道をはじめ、

一般国道６路線（うち１路線は三遠南信自動車道(一般国道 474 号)）、主要地方道

13 路線、一般県道 36路線があり、地域の骨格を形成している。一般国道・県道等、

県管理分の改良率は平成 24 年 3 月末現在、約 50％となっており、県平均の 65％に

比べ低い水準となっている。その主な理由として、飯伊圏域の急峻な地形により、

橋りょう、トンネル等の構造物が多く必要となることがあげられる。 

なお、三遠南信自動車道は、飯田山本インターチェンジ～天龍峡インターチェン

ジ間が平成 20年４月に開通し、現在、天龍峡インターチェンジ～喬木インターチェ

ンジ間及び青崩峠道路の整備が進められている。 

 

b 鉄道 

ＪＲ飯田線は、飯伊圏域の主要な公共交通機関で地域住民の重要な交通手段とな

っているが、その利用は年々減少しており、特に飯伊圏域の主要駅であるＪＲ飯田

駅の減少が著しい。 

なお、飯田市にリニア中央新幹線長野県駅（仮称）の設置が公表され、駅及び駅

周辺の機能、施設のあり方に関する検討が本格化する予定である。 

 

（ｲ）都市計画施設の整備状況 

a 都市計画道路 

都市計画道路は、３市町の都市計画区域内で計 51路線あり、平成 25年３月末現

在、総延長の約５割が改良済みとなっている。 

 

b 都市公園 

都市計画公園は、３市町の都市計画区域内で、49カ所、面積 208.2ha が計画決定

されているが、そのうち、平成 25 年３月末現在、45 カ所、面積 159.3ha が開設済

みとなっている。 

都市計画決定されていないその他の都市公園を含めた開設済み都市公園の面積は

都市計画区域の人口１人あたり 14.2 ㎡／人となっている。 
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c 下水道 

生活排水の処理は公共下水道、合併処理浄化槽、農業集落排水等によって行われ

ており、平成 25 年３月末現在、これら長野県全体の普及率は 96.6％となっている。 

このうち飯伊圏域の公共下水道の普及率は、飯田市 82.1％、松川町 41.8％、高森

町 53.5％となっている。 

 

d その他の都市計画施設 

飯田市では、ごみ焼却場、汚物処理場、火葬場等の都市計画施設が計画決定され

ており、整備済みとなっているが、現在、関係市町村による一般廃棄物の広域処理

を担う新たなごみ処理施設が計画されている。 

また、高森町では新たな火葬場の設置が予定されている。 

 

オ 観光の動向 

飯伊圏域は、豊かな自然、温泉、地域固有の民俗芸能や祭り、観光レクリエーショ

ン施設等、多様な観光資源を有しているが、平成 15 年以降、観光客数、消費額とも

減少傾向が続いている。 

平成 24 年の観光客数は、約 384 万人で県外客が約 7割を占めているが、日帰り客

が約８割を占める通過型の観光地となっている。 

飯伊圏域内の観光客数が多い上位５件の観光地は、昼神温泉、下條温泉郷親田高原、

園原の里、松川高原・まつかわ温泉清流苑、天龍峡・天竜川下りの順となっている。 

 

カ 自然環境 

飯伊圏域は、南アルプスや中央アルプスに囲まれ、飯伊圏域の約 86％を占める森

林、高原や渓谷等、豊かな自然環境に恵まれている。 

景勝地の多くは、南アルプス国立公園、天竜奥三河国定公園、中央アルプス県立公

園、天竜小渋水系県立公園、県自然環境保全条例に基づく郷土環境保全地域に指定さ

れている。 

また、豊かな水資源は県民共有の貴重な財産であり、将来にわたって保全を図るた

め、「長野県水環境保全条例」に基づく水道水源保全地区の指定をはじめ、名水百選・

信州の名水・秘水の選定など、水資源の保全に努めている。 

 

キ 災害の危険性 

飯伊圏域は急峻で複雑な地形、脆弱な地質にあり、県内の他と比べて年間降水量の

多い地域であることから、これまで天竜川等の河川の氾濫、土石流、地すべり等の自

然災害に見舞われており、昭和 36年、昭和 58 年には大規模な災害が発生し甚大な被

害を受けている。 

特に、中山間地域では急峻な地形であることから、各所に土砂災害防止法に基づく
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土砂災害警戒区域及び特別警戒区域が指定されている。 

また、飯伊圏域内では、地震防災に関する対策を強化する必要がある地域として、

飯田市、松川町、高森町、阿南町、阿智村、下條村、天龍村、泰阜村、喬木村、豊丘

村、大鹿村の 11 市町村が「東海地震に係る地震防災強化地域」に指定されている。 

 

ク 環境対策 

地球温暖化対策に関する取り組みとして、長野県地球温暖化防止活動推進員の設置

等が行われているほか、飯田市では、国の環境モデル都市に選定され、「飯田市環境

モデル都市行動計画」に基づき、太陽光市民共同発電事業等、地元企業・市民・ＮＰ

Ｏによる先進的な環境政策を展開している。 
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（２）圏域の主要課題 

前述の飯伊圏域の現状を踏まえるとともに、近年の都市を取り巻く社会経済情勢の変

化を踏まえ、飯伊圏域全体における広域的・共通的な主要課題を次のように整理する。 

 

ア 中心市街地空洞化への対処 

飯田市の中心市街地や松川町・高森町の既存商店街等では、近年の車社会の進展や

郊外部の宅地化の進行に伴って、居住人口の減少、高齢化の進行、空き店舗の増加や

商業活動の停滞など、中心市街地の空洞化が生じていることから、次のような課題へ

の対応が必要である。 

●中心市街地での交流の場としての賑わいの創出、地域の特性を活かした商業活性化、

居住促進等 

●アクセスしやすい交通体系の整備・交通環境の充実 

●市街地周辺等における無秩序な宅地化の抑制、コンパクトな市街地の形成等 

●健康・医療・福祉、子育て等の生活支援機能の充実、生活環境の充実等 

 

イ 地域間の連携 

これからの地域づくりは、圏域を構成する市町村や地域が自立し、個性を発揮する

とともに、広域的な役割分担の中で多様性を認め合いながら互いに支え合うことが必

要である。 

飯伊圏域全体の活力と魅力を高めていくため、次のような課題への対応が必要であ

る。 

●広域連携の強化（圏域外都市との連携） 

●中心都市飯田市との連携の強化（医療、教育、商業機能の集積する飯田市との連携

など） 

●地域間の連携の強化（産業・観光の振興、医療機関のアクセス確保・救急医療、冬

期積雪の交通確保など） 

●公共交通など生活の足の確保（日常生活に必要不可欠なバス路線の維持・確保など） 

 

ウ 人口減少・高齢化に対応した地域活性化 

飯伊圏域 14 市町村のうち、７町村が過疎町村となっており、飯伊圏域の高齢化率

は県平均を上回り、高齢化傾向が顕著である。 

今後は、人口減少社会・高齢化社会を見据えた地域活性化に向け、次のような課題

への対応が必要である。 

●過疎地域への対応（歴史文化を活かした観光交流の推進、グリーンツーリズム等に

よる交流人口の拡大等） 

●高齢化社会への対応（高齢者をはじめ誰もが安心して住み続けられる住環境づくり

など） 
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●観光振興への対応（自然や温泉等、圏域の優れた観光資源を活かした魅力ある観光

地づくりなど） 

●地域産業の育成・活性化への対応（農業、商業、工業等） 

 

エ 環境の保全と活用 

（ｱ）豊かな自然環境・水資源・生物多様性の保全への対応 

飯伊圏域は、南アルプス、中央アルプスに囲まれ、雄大な山岳景観、森林や高原、

渓谷等の優れた自然環境に恵まれており、自然公園地域に指定されている。 

こうした地域のかけがえのない自然資源を保全し、未来へと引き継ぐため、良好

な自然環境の保全とレクリエーションへの利用促進、豊かな水資源の保全、生物の

生息環境の保全等、生物の多様性に配慮した都市づくりなどの取り組みが必要であ

る。 

 

（ｲ）計画的な土地利用への対応 

近年、飯田市及び高森町の市街地周辺（用途地域外）や幹線道路周辺において宅

地化が進行し、良好な田園景観や営農環境への影響が懸念されている。 

アルプスの山並みに抱かれた良好な田園景観を維持保全するため、優良農地や森

林の保全、適切な宅地化の誘導など計画的な土地利用の推進を図る必要がある。 

 

オ リニア中央新幹線等の整備を見据えた都市づくり 

リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の整備により、飯伊圏域の新たな都市の発展

が期待されていることから、早期の整備促進を図るとともに、国際空港等へのアクセ

ス向上によるグローバル化への対応、交流人口の拡大、適切な土地利用の誘導、長野

県の南の玄関口及び広域交通の結節点としての機能強化、豊かな自然環境や伝統芸

能・生活文化の保全と活用など、これらの整備効果を最大限に活かした都市づくりが

求められている。 

 

カ 災害に備えた都市づくりへの対応 

飯伊圏域は、中山間地域をはじめ、地形・地質的に災害が発生しやすい地域で、自

然災害の危険性が指摘されている。また、飯伊圏域 11市町村が東海地震の地震防災

強化地域に指定されていることから、東日本大震災をはじめ、今後の発生が懸念され

ている南海トラフ巨大地震等を踏まえ、地震・火災・水害・土砂災害に対する総合的

な防災・減災対策の強化が必要である。 

こうしたなか、三遠南信自動車道は、巨大地震が発生した場合の緊急輸送道路とし

ての役割を有していることから、早期の整備促進が求められている。 
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キ 低炭素型都市づくりへの対応 

地球温暖化問題への関心が高まるなか、その主な要因となっている温室効果ガスの

削減は都市づくり分野においても大きな課題となっている。 

今後は、「都市の低炭素化の促進に関する法律」や「長野県環境エネルギー戦略～

第三次長野県地球温暖化防止県民計画～」等に基づき、県民、事業者、市町村、関係

団体等の役割による取組みや連携により、持続可能で低炭素な環境エネルギー地域社

会（経済は成長しつつ、温室効果ガス総排出量とエネルギー消費量の削減が進む経

済・社会構造）の構築に向けた都市づくりが求められている。 
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２．飯伊圏域の都市計画の目標 

（１）圏域の基本理念 

飯伊圏域の主要課題を踏まえ、飯伊圏域が一体として圏域づくり・都市づくりに取り

組むにあたって、飯伊圏域の将来像と基本理念を次のように設定する。 

 

【将来像】 

個性の連携、元気あふれる「イアンバイ南信州」 

～自立した地域が連携し、多彩な自然と共生しつつ、活力ある南信州づくりを目指す～ 

 

【基本理念】 

ア 自然豊かな人にやさしいまちづくり  

●豊かな自然環境、水資源、森林資源、美しい田園景観の保全 

●生物の多様性の維持・保全に配慮した都市づくり 

●計画的な土地利用の推進、優良農地の維持・保全 

●自然環境と共生した美しい農山村づくり 

 

イ 生きがいや誇りの持てる安全・安心な都市圏の創造 

●高齢者や障がい者、子どもたち等に対する医療・福祉・教育・文化等の生活支援

施設の充実 

●少子高齢化に対応した、安全・安心に暮らせる人にやさしい都市づくり・生活環

境の充実 

●ユニバーサルデザインによる施設空間、歩行空間の確保 

●中山間地域の過疎対策の推進 

 

ウ 地域特性を活かした活力ある都市圏の創造 

●地域固有の歴史文化や文化財等の地域資源の保存継承と観光等の都市づくりへ

の活用 

●中心市街地の活性化（中心市街地での交流の場としての賑わいの創出、地域の特

性を活かした商業活性化、居住促進等） 

●地域の拠点や観光交流拠点の魅力づくりと活力の向上 

●観光・農業・商業・工業等の地域産業の振興 

 

エ 多様なふれあいのある文化交流都市圏の創造 

●飯伊圏域内外の交流・連携を支える交通体系や情報ネットワークの整備の推進 

●地域の多様な拠点間の連携強化（都市拠点、近隣都市拠点、広域交通・地域振興

拠点、観光交流拠点、文化交流拠点） 
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オ 個性と創造力に満ちた元気ある都市圏の創造  

●行政と住民等の協働による元気ある自立した都市づくりの推進 

●広域的な機能分担と連携による一体的な都市づくりの推進 

 

カ リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の整備を見据えた都市圏の創造 

～整備効果を最大限に活かした都市づくり（守るべきものを守り、備えるべきものは備

える）～ 

●グローバル化に対応した都市づくり 

●交流人口の拡大（移住・交流を促進する情報発信や受け入れ体制の整備） 

●適切な土地利用の誘導 

●長野県の南の玄関口及び広域交通の結節点にふさわしい都市づくり 

●豊かな自然環境、歴史遺産、伝統芸能及び生活文化の保全並びに景観や緑の保全と

これらを活かした都市づくり 

●道路交通・情報ネットワークの強化（リニア中央新幹線長野県駅（仮称）や高規格

幹線道路インターチェンジなどへのアクセス強化） 

 

キ 災害に強い都市圏の創造 

●地震、水害、土砂災害等に対する防災・減災対策の強化等 

●地域における防災都市づくりの推進 

 

ク 低炭素型社会の実現に向けた都市圏の創造 

●地球温暖化対策に応え、持続可能な地域づくりとするための低炭素型都市づくり

（集約型都市構造への転換、太陽光発電等の再生可能エネルギーの活用など） 
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（２）圏域の将来都市構造 

飯伊圏域は飯田市を中心とする都市地域、段丘地域に広がる田園地域、豊かな自然と

伝統文化を持つ中山間地域と３つの特色ある地域で構成されている。 

恵まれた自然環境、歴史文化、産業等地域の特性を最大限に活かしながら自立した一

体的な都市圏の形成を図るため、飯伊圏域の将来都市構造を次のように設定する。 

 

ア 拠点 

飯伊圏域では、都市拠点（飯田中心市街地）を核に、飯伊圏域内の多様な拠点がそ

れぞれの役割に応じた機能分担がなされ、それらが有機的に連携した「拠点ネットワ

ーク型都市構造」の構築をめざす。 

（ｱ）都市拠点 

飯伊圏域の主要な都市機能が集積する飯田中心市街地については、都市拠点とし

て位置づけ、中心市街地での交流の場としての賑わいの創出、地域の特性を活かし

た商業活性化、居住促進、都市機能の強化と都市空間の魅力づくり等を図る。 

 

（ｲ）近隣都市拠点 

飯伊圏域の飯田市、松川町、高森町の都市部において、行政文化施設や学校、商

業施設等が集積し、生活の中心となっているところについては近隣都市拠点として位

置づけ、公共施設や身近な商業施設、生活利便施設の充実やまちなみ環境の向上を図

る。 

 

（ｳ）広域交通・地域振興拠点 

飯田市に予定されているリニア中央新幹線長野県駅（仮称）周辺については、広

域交通・地域振興拠点として位置づけ、各拠点の機能が相互に高まるよう連携を図る

とともに、適切な土地利用を検討する。 

 

（ｴ）交流拠点 

a 観光交流拠点 

飯伊圏域内の主要な観光地や観光・文化交流施設周辺については、観光交流拠点 

として位置づけ、観光交流機能の強化や魅力づくりを図るとともに、拠点の相互の

有機的な連携を促進する。 

 

b 文化交流拠点 

飯伊圏域内の祭り、伝統芸能、工芸品等、代表的な歴史文化資源のある箇所を文

化交流拠点と位置づけ、歴史文化資源の保全とまちづくりへの活用及び相互の連携

を促進する。 
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イ 交流・連携軸 

飯伊圏域内外の交流・連携を促進するため、次のような交流・連携軸の強化を図る。 

（ｱ）広域連携軸 

～高規格・骨格幹線道路ネットワーク（交流・連携を促進する交通ネットワーク

の整備）～ 

県内外の各地域との交流・連携の拡大や物流の効率化を図るため、リニア中央新

幹線や三遠南信自動車道の整備に併せて骨格幹線道路の整備推進を図る。 

 

（ｲ）地域連携軸 

～地域の拠点を結ぶ主要幹線道路（地域の拠点間や中山間地とを結び地域づくり

を支援）～ 

地域の拠点間や中山間地域との交流・連携の促進や時間・距離の短縮を図るため、

住民生活に密着した主要な幹線道路の計画的・効率的な整備促進を図る。 

（ｳ）骨格的連携軸 

都市地域における骨格的な交流・連携を図るため、都市地域を連携する道路や、

広域交通・地域振興拠点と都市拠点等を結ぶ骨格道路の整備促進を図る。 

 

ウ 土地利用 

飯伊圏域を次の４つの土地利用ゾーンに区分し、各々の地域特性に応じた都市づく

りを推進する。 

（ｱ）市街地ゾーン（中心市街地ゾーン、周辺市街地ゾーン） 

a 中心市街地ゾーン 

・飯伊圏域の拠点として都市的利便性や快適性を享受しつつ、中心市街地での交流

の場としての賑わいの創出、地域の特性を活かした商業活性化、居住促進、多様

で高度な都市サービス機能の充実、整備を図る。 

・都市的な賑わいをはじめ、高齢化社会に対応した居住環境の整備や緑地空間が一

体となったゆとりとうるおいのある都市的空間の形成を図る。 

 

b 周辺市街地ゾーン 

・隣接する田園空間との共生を図りつつ、計画的な市街地形成を図る。また、補完

的な都市サービス機能を充実すると共に、うるおいのある居住環境の形成を図

る。 
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（ｲ）段丘田園ゾーン 

・「市街地ゾーン」を囲む地域として、緑豊かな美しい景観や自然環境との調和を

図りつつ、里山田園景観と共生した良好な居住環境の整備を図る。また、地域の

特性を生かしつつ、個性ある農業の振興と良好な農村景観の保全を図る。 

 

（ｳ）中山間地域ゾーン（中山間居住ゾーン、森林保全ゾーン、自然環境保全ゾーン） 

・「段丘田園ゾーン」を囲む地域として、雄大な南アルプスや中央アルプスに代表

される豊かな緑と、清らかな水環境等の自然環境の保全を図る。 

・雄大な山岳観光資源や、豊富な森林資源、個性ある民俗芸能等を活かしつつ、農

林産業、観光産業や屋外レクリエーション機能を充実し、交流人口の拡大や地域

活性化を促進する。 

 

（ｴ）計画的な土地利用の誘導ゾーン 

・白地地域や幹線道路沿道地域については、適切な土地利用の誘導を図る。 
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■飯伊圏域の将来構造図（圏域全体） 
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松川－17 

 

 

■都市計画区域の将来構造図（飯田、松川、高森） 
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３．都市計画の目標 

（１）松川都市計画区域の現状と課題 

本区域が位置する松川町は、飯伊圏域の主要な田園都市であり、豊かな水量を誇る天

竜川が町の中央を流れ、東に南アルプス、西に中央アルプスを望む緑豊かで雄大な自然

環境に恵まれている。 

基幹産業である農業のなかでも果樹栽培が最も盛んに行われており、中央自動車道の

松川インターチェンジの利便性を活かした果樹観光等により「くだものの里」としての

名を高めている。 

今日、人口減少社会、少子高齢化社会の進行、地球温暖化問題など、本区域をとりま

く社会経済情勢も大きく変化しており、これらに対応した都市づくりをはじめ、既存商

店街の活力の向上、市街地の拡散を抑制したコンパクトな都市づくり、農業などの地域

産業の活性化、東日本大震災を教訓とした災害に強い都市づくりへの対応などの課題に

対応した持続可能な安全で活力ある都市づくりが求められている。 

さらに、今後、リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の整備により、新たな都市の発

展が期待されており、これらの整備効果を最大限に活かした都市づくりが求められてい

る。 

こうした本区域を取り巻く情勢と本区域の広域的な位置づけを求められるなかで、都

市計画の目標とその実現に向けた基本的な方針を以下に示す。 

 

（２）松川都市計画区域の範囲と目標年次 

ア 都市計画区域の範囲 

都市計画区域の名称 ： 松川都市計画区域 

対 象 市 町 村 ： 松川町 

範 囲 ： 松川町の一部 

 

イ 目標年次 

おおむね 20 年後の都市の姿を展望した上で、おおむね 10年間の都市計画の基本的

方向を定めるものとする。 

都市計画の基本的な方向 ： 平成 42年 

都市施設などの整備目標 ： 平成 32年（中間年：平成 27年） 
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（３）都市づくりの基本理念 

本区域の都市づくりにあたっての基本理念としては、飯伊圏域全体を捉え、 

 

個性の連携、元気あふれる「イアンバイ南信州」 

～自立した地域が連携し、多彩な自然と共生しつつ、活力ある南信州づくりを目指す～ 

 

とし、その実現のための方針としては、次のとおりとする。 

 

ア 自然豊かな人にやさしいまちづくり  

本区域においては、豊かな自然環境と共生する暮らしやすい環境の保全に配慮する

ものとする。 

 

イ 生きがいや誇りの持てる安心なまちづくり  

本区域においては、高齢化社会に対応し、誰もが暮らしやすいまちづくりに配慮す

るものとする。 

 

ウ 地域特性を活かした活力あるまちづくり  

本区域においては、良好な自然環境や営農環境の維持・保全に努めるとともに住民

協働のまちづくりに配慮するものとする。 

 

エ 多様なふれあいのあるまちづくり  

本区域においては、グリーンツーリズムの推進による都市交流の推進や、地域の回

遊性向上に対応した交通基盤整備について、隣接する都市との連続性に配慮しつつ、

その促進に努めるものとする。 

 

オ 個性と創造力に満ちた元気あるふるさとづくり  

本区域においては、町の歴史や文化などの価値を再発見し、それを町づくりに生か

す活動をはじめ、都市の個性を高める新しい文化を創造する活動を支援するものとす

る。  

 

カ リニア中央新幹線・三遠南信自動車道の整備を見据えたまちづくり 

本区域においては、リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の整備を見据え、「守る

べきものを守り、備えるべきものは備える」という理念のもと、交流人口の拡大、道

路交通・情報ネットワークの強化、豊かな自然環境や伝統芸能・生活文化の保全と活

用など、飯田市及び高森町と一体的な都市圏として、整備効果を最大限に活かした活

力あるまちづくりを推進するものとする。 
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キ 災害に強いまちづくり 

本区域においては、地形構造や地質的に自然災害の危険性が指摘されていることか

ら、東日本大震災等の大規模災害を教訓に、地震、火災、水害、土砂災害等に対する

防災・減災対策を強化し、災害に強いまちづくりを推進するものとする。 

 

ク 低炭素型社会の実現に向けたまちづくり 

本区域においては、「都市の低炭素化の促進に関する法律」や「長野県環境エネル

ギー戦略～第三次長野県地球温暖化防止県民計画～」等を踏まえ、集約型都市構造へ

の転換、車依存型社会からの脱却、太陽光発電等の自然エネルギーの活用等による

CO2 排出量の削減を図るなど、低炭素型社会の構築に向けた都市づくりをめざすもの

とする。 

 

（４）地域毎の市街地像 

ア 地域毎の市街地像 

（ｱ）市街地地域  

ＪＲ伊那大島駅周辺に広がる市街地部については、松川町全域を対象とする公

共・公益的施設や商業・業務施設などの集積を図りつつ、これら都市機能施設に近

接した生活利便性の高い外周部には、周辺環境と調和した良好な居住環境を有する

住宅地を整備し、本区域の中心市街地にふさわしい都市環境とコンパクトな市街地

の形成を図る。 

 

（ｲ）近郊集落地域  

大島・上片桐地区については、段丘崖線の森林の保全を図るとともに、営農環境

の保全と既存集落の居住環境の向上に努めつつ、田園景観の保全を原則とした秩序

ある土地利用を図る。 

 

（ｳ）里山地域  

中央自動車道以西の地域及び天竜川東岸側の生田地区については、優れた眺望と

豊かな自然環境に恵まれた農村地帯として、優良農地の保全を図るべき地域と位置

づけ、市街化は抑制するものとする。  

土地利用の適切な規制・誘導を図りつつ、良好な眺望の保全とその有効利活用に

努める。  

段丘崖線などの樹林地については、自然の持つ多様な機能を保全・活用するもの

とし、自然と親しめる観光・レクリエーション機能の強化を図る。 

 

 

-194-



-195-

松川－21 

イ 将来都市構造 

飯伊圏域の都市構造を踏まえ、本区域の将来都市構造を次のように位置づける。 

（ｱ）拠点 

a 近隣都市拠点 

ＪＲ伊那大島駅周辺のあらい商店街や町役場周辺を近隣都市拠点として位置づけ、

商業業務施設、公共公益施設等の機能の強化と魅力づくりを図る。 

 

（ｲ）主要な連携軸 

a 広域連携軸 

広域的な都市間の交流・連携を担う軸で、中央自動車道、一般国道 153 号を位置

づける。 

b 地域連携軸 

東西方向の地域間の交流・連携を担う軸で、主要地方道松川インター大鹿線を位

置づける。 

c 骨格的連携軸 

都市地域における骨格的な交流・連携を担う軸で、広域農道を位置づける。 

 

（ｳ）土地利用ゾーン 

主要な土地利用ゾーンとして以下のように区分し、計画的な土地利用の推進を図

る。 

a 商業系（ＪＲ伊那大島駅周辺の中心商店街、一般国道 153 号沿道の商業地） 

b 工業系（名子原工業団地、松川インター工業団地、生田工業団地） 

c 住宅系他（市街地内及びその周辺の既存住宅地、農業集落地など） 

d 農地系（市街地周辺に広がる農業地域） 

e レクリエーション系（公園等） 

f 緑地系（松川都市計画区域の西部及び天竜川東部、段丘崖線に広がる森林地域） 
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４．区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針 

（１）区域区分の決定の有無 

 

 

 なお、区域区分を定めないとした根拠は、次のとおりである。 

ア 県による同一基準での判断結果 

県では、人口の動向、土地利用の状況に着目し、県下同一基準に基づいて、本区域

における区域区分の必要性を低いと判断した。その概要は以下のとおりである。 

・人口の推移は、市街地外よりも市街地内の増加率が高く、また、市街地外での農地

転用率は県平均値よりも低いことから、市街地外への宅地化の拡散抑制の必要性は

低い。 

・人口の伸び率は全体として減少傾向にあり、第２次・３次産業の従業者数の伸び率

も県平均値を下回っていることから市街地拡大の可能性は低い。 

・市街地内の道路面積は住宅地として望ましい標準的な目安を下回っており、市街地

内の都市的土地利用率も県平均より低いため、計画的な市街地整備の必要性は高い。 

 

イ 地域特性を考慮した区域区分の検討 

本区域の市街地外のうち、まとまりのある優良農地・森林等は「農業振興地域の

整備に関する法律」に定められた農用地区域、「森林法」に定められた地域森林計画

対象森林、保安林などの他法令によって指定されている。 

また、松川町が制定している「松川町環境保全条例」などにより、一定の環境の

保全が図られており、今後もこのような方策を継続し、周辺環境と調和したまちづ

くりを進める方針であるため、無秩序な市街化は進展しないものと考えられる。 

 

ウ 区域区分以外の各種都市計画手法の適用を前提として「区域区分」は行わない 

本区域は、アでは区域区分の必要性が低いと判断され、またイに示す地域特性や人

口動向を踏まえ、これからも区域区分以外の都市計画手法による土地利用の規制・誘

導を進め、周辺環境と調和した計画的な土地利用を図ることが適切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本都市計画に区域区分を定めない。 
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このような本区域の状況と考え方を踏まえて、以下のような方針とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

「区域区分」とは 

「区域区分」とは、無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図るため、都市計

画区域を、優先的、計画的に市街化を図る「市街化区域」と市街化を抑制する「市街

化調整区域」とに区分することで、一般に「線引き」といわれている。 

 「区域区分」を「する」か「しない」かは、県が判断 

平成 12 年５月の改正以前の都市計画法では、「区域区分」を「する」か「しない」

かは国が法律によって定め、当分の間、一定の条件を満たす都市計画区域を対象とし

て、限定的に実施されてきた。しかし、高度成長期の「都市化社会」から安定・成熟

した「都市型社会」への移行など、近年の社会経済情勢の大きな変化を踏まえ、平成

12 年５月の都市計画法の改正により、「区域区分」については、広域的観点から県が、

地域の状況に応じて区域毎に判断することとなった。 

 

（２）区域区分の方針 

前項の記述のとおり、本区域では区域区分は行わないため、本項目に対する記述は要

しないが、本区域の基本理念に基づき、計画的なまちづくり実現に向け、今後の人口に

ついて以下のとおり参考表記する。 

ア おおむねの人口 

本区域の将来におけるおおむねの人口を、次のとおり想定する。 

           表－１ おおむねの将来人口 

年次 

区分 

平成 17 年 

（基準年） 

平成 27 年 

（中間年） 

平成 32 年 

（目標年） 

都市計画区域内人口 13.5 千人 おおむね 12.5 千人 おおむね 11.9 千人 

（注）平成 17 年基準年人口は、「国勢調査」及び「都市計画基礎調査」による統計値。 

平成 27 年及び 32 年欄の都市計画区域内人口は、国立社会保障・人口問題研究所によるコーホ

ート要因法により算出した行政区域人口から、回帰式による都市計画区域外人口を除して算定。 

 

 

本区域は、今後、他の法令との適切な連携のもとで、区域区分以外の各種都市計画手

法、建築基準法に基づく制度の活用等により、計画的な土地利用の実現を前提として、

区域区分を定めない。 

なお、市街地が行政区域を越えて連たんしている本区域では、実質的な一体の都市と

しての都市計画区域の再編を検討し、一体の都市としての区域区分の有無について検討

する必要がある。 
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５．主要な都市計画の決定の方針 

（１）土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

ア 主要用途の配置の方針 

（ｱ）住宅地  

a 市街地地域（用途地域指定区域）  

元大島地区のうち既に宅地化が進んでいる北垣外地区等の地区は、生活道路をは

じめとする都市基盤施設等の整備を進めつつ、現状と同様、うるおいある環境を有

する低層住宅地の形成を図る。  

松川町役場周辺については、多様な都市機能の集積を活かした利便性の高い中低

層住宅地の形成を図る。  

一般国道 153 号や主要地方道松川インター大鹿線沿道部及びあらい商店街の外周

部については、周辺住宅地の居住環境に十分留意しながら沿道型住宅地の形成を図

る。 

b 近郊集落地域  

大島・上片桐地区は、自然環境や田園風景等に留意しつつ、都市基盤施設の整備

とともに秩序ある土地利用を推進し、良好な居住環境を有する農村型住宅地の形成

を図る。   

 

c 里山地域  

中央自動車道以西の地区及び天竜川東岸側の生田地区の集落地については、営農

環境の保全を原則としつつ、地域特性にふさわしい街並み景観の向上に努めながら

良好な集落環境の形成を図る。 

 

（ｲ）商業地  

あらい商店街は、居住機能をも取り込みながら商業機能の強化・拡充を進め、本

区域のシンボル的な商業地の形成を図る。  

また、一般国道 153 号の沿道については、交通利便性を活用した都市的土地利用

を検討するものとする。 

 

（ｳ）工業地 

名子原工業団地、松川インター工業団地、生田工業団地などの既存工業集積地は、

企業用地内の緑化などによる環境対策をさらに進めつつ、交通拠点施設との連絡性

強化など生産活動基盤の拡充を図る。  

また、遊休地化した工業用地については、土壌汚染の有無に留意しながら、時代

のニーズに適合する新たな土地活用を図る。 
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イ 土地利用の方針 

（ｱ）商業地の活性化に関する方針  

本区域の中心商店街であるあらい商店街では、地域住民の生活に密着した商品を

提供して消費生活を支えてきたが、車社会の進展に伴う幹線道路沿いへの沿道型店

舗の立地等により、活力が低下している。 

高齢化社会を迎え、高齢者が歩いて買い物ができる範囲に便利な商店がある生活

圏整備が必要であり、中心市街地において住宅整備などの定住人口増加を図るとと

もに、安全・快適で利便性の高い交流拠点の整備により、商店街の活性化に努める。  

また、一般国道 153 号など幹線道路沿道への商業施設の立地が今後も予想される

ため、計画的な立地に努める。 

 

（ｲ）優良な農地との健全な調和に関する方針  

市街地周辺に広がる農地は、食料生産の場であると同時に、洪水防止機能、水資

源涵養機能の他にも多様な動植物の生息地としても機能しており、そこに点在する

集落を含め美しい景観を形成する上でも重要な役割を担っている。 

これら農地の多面的な機能を将来的にも継承し続けるため、「松川町農業振興地域

整備計画」に基づき、積極的な保全に努める。 

特に、本区域においては、基幹産業である観光果樹産業の場として、「くだものの

里」として知られる松川町のイメージを保全することに努める。  

なお、遊休農地等の有効利活用や農業に関わる観光・レクリエーション機能の導

入などについては、周辺環境への影響に十分留意しながらより計画的に対応する。 

 

（ｳ）自然環境形成の観点から必要な保全に関する方針 

人々の生活の場に程近い森林地帯については、人と多様な自然との関わりの場で

あり、地域景観の重要な要素として機能し、ふるさとの風景の原型を支えてきた。

しかし、都市の拡大につれて無秩序な施設立地や民有林等の崩壊によりその機能が

失われる恐れが生じてきている。 

これらの森林については、森林体験やグリーンツーリズムの場など、レクリエー

ション利用を図るとともに、良好な都市環境を維持する上でも重要な要素であるこ

とから、「生物多様性ながの県戦略」に基づき、生物多様性に配慮しながら、自然資

源の保全を図る。 

天竜川等の河川については、治水機能にも十分留意しながら水資源の確保と親水

性の向上に努める。 

 

（ｴ）災害防止の観点から必要な市街化の抑制に関する方針 

土砂災害から住民の生命を守るため、「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止

対策の推進に関する法律」に基づく土砂災害のおそれのある区域についての危険周
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知、警戒避難体制の整備、一定の開発行為の制限、建築物の構造規制、既存住宅の

移転促進等のソフト対策を推進する。 

また、砂防法、地すべり等防止法、急傾斜地崩壊防止法により、指定された区域

内及び保安林においては、土地の形質変更等、土砂災害を誘発する行為を制限する。 

 

（ｵ）計画的な都市的土地利用の実現に関する方針 

用途地域の指定のない地域については、容積率制限等によって無秩序な都市化を

抑制していく必要があるので、建ぺい率・容積率・斜線制限については以下の地域

毎に制限を定めるものとする。 

●近年、民間宅地開発が進み、新規住宅や共同住宅の建築が多く見られる名子南部・

原田地区については、隣接の低層住居地域とのバランスに考慮した、容積率・建

ぺい率・斜線規制の見直しを行う。  

●新旧の集落が点在している古町、上大島、上片桐、生田地区については、大規模

な開発が考えられないことを考慮した、容積率・建ぺい率・斜線規制の見直しを

行う。 

●用途地域に隣接する新井地域、工場が点在する片桐松川南側地域については、用

途地域とのバランス、既存建築物の状況を踏まえた、容積率・建ぺい率・斜線規

制の見直しを行う。 

●町が開発誘致した生田工業団地については、工場立地を考慮した容積率・建ぺい

率・斜線規制の見直しを行う。 

 

（２）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

ア 交通施設の都市計画の決定の方針 

（ｱ）基本方針 

a 交通体系の整備の方針 

本区域内の中央自動車道は広域連携軸としての役割を担っており、さらに、三遠

南信自動車道の整備により、遠州・三河方面との交流促進が期待されるなど、中央

自動車道松川インターチェンジの利用により広域交流の促進が図られていることか

ら、広域道路ネットワークの一環をなす一般国道 153 号及び広域農道を南北の骨格

的交通軸、主要地方道松川インター大鹿線を東西の骨格的交通軸と位置づけ強化を

図るとともに、都市防災の向上や土地利用の適切な誘導など、バランスのとれた交

通体系の整備を推進する。 

また、本区域に近接して設置が予定されているリニア中央新幹線長野県駅（仮称）

への交通体系を検討する。 

さらに、ＪＲ飯田線など、通学や高齢者など車を持たない人の移動に不可欠な公

共交通の利用促進と存続・拡充を図り、環境にやさしく移動利便性に優れた交通体

系や、「くだものの里」としての観光果樹農業を支えるために必要な交通基盤の整備
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を推進する。 

以上を踏まえ、本区域の交通体系の整備の方針は次のとおりとする。 

 

●住民の交通利便性の向上と防災機能の強化を図るため、区域内道路網の整備改良

を計画的に推進する。  

●地域の地形や環境に調和した、歩行者や運転者に安全で快適な、美しい道路づく

りを推進する。  

●住民誰もが便利に使える公共交通条件の整備、確保に努めるとともに、公共交通

の利用促進による環境負荷の小さい低炭素型都市づくりを促進する。 

●観光果樹農業の発展を支える交通基盤整備の推進に努める。 

 

b 整備水準の目標  

(a)道路  

都市計画道路については、５路線約６km が計画決定されており、平成 25 年３月

末現在、整備率は総延長の約 58％となっている。 

今後とも、計画的な道路の配置と整備の推進を図る。 

 

（ｲ）主要な施設の配置の方針 

a 主要幹線道路：広域的な都市間の交通流動を担う 

●中央自動車道 

●都市計画道路３．５．１号 中央線（主要地方道松川インター大鹿線） 

●都市計画道路３．５．３号 国道線（一般国道 153 号） 

 

b 幹線道路：主要幹線を補完し、本区域の都市構造の骨格形成を担う 

●都市計画道路３．５．２号 新井西線 

●都市計画道路３．５．４号 市の坪線 

●都市計画道路３．５．５号 団地東線 

 

 

イ 下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

（ｱ）基本方針 

a 下水道及び河川の整備の方針 

これからの市街化の動向等を見据えつつ、河川等の水質保全とともに生活環境の

改善を図り、健全な都市環境の形成を図る。 

また、降水時の雨水等の流出を抑制し、災害の発生を未然に防止すべく、森林や

農地の保全を含む総合的な流出抑制策を講ずる。 
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(a)下水道  

下水道は、平成 25年３月末現在、下水道区域（松川処理区）全域が概ね供用済み

であり、今後は公共下水道への接続促進を図るとともに、河川等の水質の保全及び

市街地における浸水防止等を図る。  

 

(b)河川 

本区域には一級河川天竜川をはじめ、片桐松川、境の沢川、大沢川や、これらの

支川がある。このため、流域内の土地利用の動向、地域社会と河川との関わり、市

街地での水害に対する安全確保の状況等を踏まえた治水対策を進める。  

河川の改修や施設整備にあたっては、安全確保に必要な機能を確保するとともに、

区域内の利水状況、自然の河川の持つ環境保全、レクリエーション利用等の多面的

な機能を活かした水辺環境の形成に留意する。 

 

b 整備水準の目標  

(a) 下水道 

（汚水） 

公共下水道への接続促進を図り、下水道普及率の向上を図る。 

 

（雨水）  

計画区域内の整備を推進する。  

 

(b)河川 

天竜川等の一級河川の治水機能の向上を目指すとともに、その他の河川を含め、

親水性の向上と周辺環境に調和した「多自然川づくり」による河川整備に努める。 

 

（ｲ）主要な施設の配置の方針 

a 下水道  

本区域の公共下水道は面整備が概ね完了しており、今後は接続率の向上に努める。

また、松川終末処理場は、流入水量の増加にあわせ整備を行う。 

 

b 河川 

片桐松川については、上流部の片桐ダムの維持管理に努め、洪水調節を適正に行

うとともに、その他の河川についても、河川の適正な維持管理、災害時の迅速な対

応、水防活動等への協力などに努め、民生の安定を図る。 
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（ｳ）主要な施設の整備目標  

おおむね 10 年以内に整備することを予定する施設等は、次のとおりとする。 

     表－２ おおむね 10 年以内に整備することを予定する施設 

種別 名称等 

下水道 松川浄化センター（汚泥脱水機の導入等） 

河 川 天竜川 

 

ウ その他の都市施設の都市計画決定の方針 

（ｱ）基本方針 

高齢化社会の進行や、多様化する生活様式に対応し、健康で文化的な都市生活や

機能的な都市活動の確保を目標として、その他の都市施設の整備を行う。 

 

 

（ｲ）主要な施設の配置の方針 

a ごみ焼却場  

ごみ焼却場としては、飯田市に南信州広域連合で運営している桐林クリーンセン

ターがあるが、地球温暖化対策などの時代的要請に基づき、飯田市に南信州広域連

合による一般廃棄物の広域処理を担う新たなごみ焼却施設の整備を図る。 

 

a 火葬場 

下伊那北部５町村で構成する下伊那北部総合事務組合による下伊那北部火葬場の

整備を図る 

 

（ｳ）主要な施設の整備目標 

おおむね 10 年以内に整備することを予定する施設等は、次のとおりとする。 

     表－３ おおむね 10 年以内に整備することを予定する施設 

種別 名称 

ごみ焼却場 南信州広域連合による新たなごみ焼却施設（飯田市内に予定） 

火葬場 下伊那北部総合事務組合による下伊那北部火葬場（高森町内） 
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（３）自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

ア 基本方針 

（ｱ）自然的環境の特徴と現況、整備又は保全の必要性 

本区域は、中央アルプス県立公園を背後に控え、天竜川を見下ろす水と緑に恵ま

れた雄大な自然環境を有している。  

また、天竜川の河岸段丘によって形成された独特の地形により、町全体が美しく

豊かな景観をつくっており、さらに南アルプスの優れた眺望にも恵まれている。  

河岸段丘の傾斜地などには斜面樹林や竹林が多く存在し、町の自然環境の重要な

要素となっている。さらに山麓一体には多様な価値を有する里山が連なっている。  

これらの自然環境資源については、環境保全機能をはじめ、生物多様性の保全・

生態系保持機能、レクリエーション機能、防災機能、景観形成機能など様々な役割

を担っている。  

このような自然環境資源の機能を踏まえ、恵まれた自然環境の保全とともに、都

市内で必要とされる緑地の確保については、次のように進める。 

 

（ｲ）緑地の確保目標 

●都市にうるおいややすらぎをもたらす緑の骨格を成す森林地帯の保全・育成、公

園緑地等の整備・保全を図る。  

●市街地周辺に広がる田園地帯や森林地帯に入り組んだ谷部に連なる集落地域等に

ついては、自然環境と一体的に捉えた環境整備を図る。 

●天竜川や片桐松川、境の沢川、大沢川などの河川については、貴重な水資源とし

て捉え、治水機能にも十分留意しながら親水性の向上に努める。 

●都市化の進展等に伴って生物の多様性の減少が危惧されているなか「生物多様性

ながの県戦略」に基づき、生物多様性の保全を図る。 

 

（ｳ）緑地の確保目標水準 

本区域内には都市計画決定されている公園は３箇所（面積 7.2ha）あり、その他

の公園２箇所（面積 5.1ha）を含め、全て開設済みとなっている。（平成 25 年３月

末現在） 

今後は、人口動向などによる将来的な需要を見定め、「長野県都市公園条例」等を

踏まえながら、適正な公園配置を検討する。 

なお、平成 32年における緑地確保目標を 10㎡／人とする。 
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イ 主要な緑地の配置の方針 

（ｱ）環境保全系統 

a 森林地帯 

本区域の外縁の森林地帯は、景観機能はもとより、動植物の生息・生育地として、

また、都市的活動による環境への負荷を軽減する場など、都市を構成する骨格的 

緑地としてその保全・復元に努める。 

 

b 天竜川、片桐松川、境の沢川、大沢川他、河川沿い  

天竜川や片桐松川、境の沢川、大沢川などの主要な河川及びその周辺は、水資源

としての役割や治水対策などに十分留意しながら緑とともに都市にうるおいを与え

る水と緑の環境軸として、緑の拠点等を効果的に連携するネットワーク（緑道やサ

イクリングロード等を含む）の形成に努める。 

 

c 集落・田園地帯  

集落内の敷地林や平地林及び田園地帯は、森林地帯と一体的な自然的環境地帯と

して位置づけ、その保全・拡充に努める。 

 

（ｲ）レクリエーション系統 

近隣住民の憩いとふれあいの場として、居住環境の向上も期待し得る都市公園等

を将来的な需要を見定めながら、適切に配置する。 

また、これら都市公園は、公共公益施設や観光・レクリエーション施設などを含

め、各種拠点を有機的に連携するネットワークの形成に努める。 

さらに、公園の長寿命化に努めるとともに、利用ニーズの変化に対応するため、

ユニバーサルデザイン等の導入など、誰もが使いやすいものとするよう努める。 

 

（ｳ）防災系統 

a 市街地地域 

市街地内については、大規模災害時における災害対策機能（一次避難地や広域避

難場所等）にも十分留意しつつ、都市公園を計画的に配置する。 

 

b 里山部 

森林は、がけ崩れ等の土砂災害はもとより、降水時等における河川への負担を軽

減する貯水機能など、防災上重要な役割を果たしているため、荒廃が進みつつある

民有林を含め、森林の保全・再生・創出に努める。 
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c 工業地等 

工業用地等については、騒音や振動などの周辺部に対する環境阻害の軽減等はも

とより、水害への予防対策（地下浸透による雨水流出の抑制）の観点から、周辺環

境との調和にも留意した敷地内緑化の促進に努める。 

 

（ｴ）景観構成系統 

a 山並み景観 

雄大な景観を有する森林地帯は、本区域の骨格的な景観資源であることから、保

全に努めるとともに、雄大な南アルプス等の優れた眺望を損なわないよう配慮する。 

 

b 農村風景 

自然条件とともに風格のある民家や手入れの行き届いた果樹園など、人々の暮ら

しと産業の営みが、特色のある美しい農村の風景を形作っている。「くだものの里」

のイメージを生かした観光果樹農業や体験農業、グリーンツーリズムなど観光・レ

クリエーション機能の導入などによる多機能化にも努めながら、住民による主体的

かつ持続的な取り組みにより、景観保全に努める。 

 

c 水辺の景観 

地域の独自性を顕著に示す主要な河川については、自然共生型の改修事業などに

より、親水性の確保と同時に、自然環境の景観の保全、周辺環境・景観との調和に

努める。 

 

d まちなみの景観 

道路や河川、公園、官公庁施設、文化施設、学校などの公共施設をはじめ、住宅

地や集落地、工場等の緑化を促進し、緑豊かでうるおいあるまちなみ景観の創出を

図る。 

 

ウ 実現のための具体の都市計画制度の方針 

（ｱ）公園緑地等の整備目標及び配置方針  

憩いとやすらぎの場、スポーツ・交流の場として、都市生活に密着した根幹的施

設であるとともに、災害時における避難地等として防災機能を発揮するなど、安全

でゆとりある生活の実現のため今後の人口動向や市街化の状況を勘案し、公園緑地

の整備に努める。 

 

（ｲ）緑地保全地区等の指定目標及び指定方針  

森林などの主要な緑地については、緑地保全に関する適正な指定を行い、保全を

図る。 
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６．附図 

 

 

【都市構造図 （松川都市計画）】 
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【都市施設等配置図（松川都市計画）】 
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長
野
県
都
市
計
画
ビ
ジ
ョ

ン
」、

県
土
全
体
を

10
圏
域
に
分
け
た
「
圏
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

 

 本
計
画
は
、
こ
の
「
長
野
県
都
市
計
画
ビ
ジ
ョ
ン
」「

圏
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
示
す
方

針
を
踏
ま
え
て
、
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
住
民
や
関
係
市
町
村
の
意
向
を
反
映
し

つ
つ
、
県
が
都
市
計
画
の
目
標
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
決
定

す
る
も
の
で
す
。

 

 

変
更
理
由
書
 

 

「
松
川
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
は
、
平
成

1
6
年

5
月
の
策

定
以
降
、
約

1
0
年
が
経
過
し
て
お
り
、
今
日
、
人
口
減
少
化
社
会
や
少
子
高
齢
化
社
会
の

進
行
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
た
防
災

へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
等
、
松
川
都
市
計
画
区
域
（
以
下
、
本
区
域

と
い
う
。）

を
と
り
ま
く
社
会
経
済
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
本
区
域
に
近
接
す
る
飯
田
市
で
は
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
高
速
交
通
体
系
の
整

備
に
よ
り
、
新
た
な
都
市
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
地
形
的
条
件
、
生
活
・
文
化
圏
、
市
街
地
の
連
た
ん
等
、
一

体
的
な
都
市
圏
と
し
て
飯
伊
圏
域
全
体
の
将
来
を
見
据
え
た
広
域
的
な
観
点
か
ら
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

15
年
に
策
定
し
た
「
飯
伊
圏
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
及
び
平
成

2
3
年
度
に
実
施
し
た
「
都
市
計
画
に
関
す
る
基
礎
調
査
」
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
飯
伊
圏
域
全
体
に
共
通
す
る
課
題
等
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
当
該
都
市
の
発
展

の
動
向
、
当
該
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
人
口
、
産
業
の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
等
を
勘

案
し
、
主
要
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
等
に
つ
い
て
お
お
む
ね
の
配
置
、
規
模
等
を
示
し
、

一
体
の
都
市
と
し
て
整
備
、
開
発
及
び
保
全
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
も
の
で

あ
る
。

 

な
お
、
リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
の
指
針
「
長
野
県
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
」（

平

成
26

年
３
月
）
に
お
け
る
「
伊
那
谷
交
流
圏
構
想
」
や
「
リ
ニ
ア
３
駅
活
用
交
流
圏
構
想
」

な
ど
の
実
現
に
向
け
、
現
在
、
関
係
機
関
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
新
設
に
伴
う
土
地
利
用
の
方
針
や
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
都
市

計
画
の
決
定
の
方
針
な
ど
は
、
今
後
、
計
画
が
具
体
化
し
た
時
点
で
再
度
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
決
定
 

都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。

 

                           

 

松
川
都
市
計
画
 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
 

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
 

 

１
．
飯
伊
圏
域
の
現
状
と
課
題

 

（
１
）
圏
域
の
現
状

 

飯
伊

圏
域

は
長

野
県

の
南

に
位

置
し

、
静

岡

県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
と
接
し
て
お
り
、
飯
田
市
、

松
川
町
、
高
森
町
、
阿
南
町
、
阿
智
村
、
平
谷
村
、

根
羽
村
、
下
條
村
、
売
木
村
、
天
龍
村
、
泰
阜
村
、

喬
木
村
、
豊
丘
村
、
大
鹿
村
の

14
市
町
村
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

 

東
を
南
ア
ル
プ
ス
（
赤
石
山
脈
）
、
西
を
中
央

ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
、
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
天
竜

川
が
流
れ
、
大
き
く
飯
田
盆
地
、
南
部
高
原
、
赤

石
渓
谷
の
３
つ
の
地
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 

市
街
地
や
集
落
地
は
、
天
竜
川
沿
い
の
平
坦
地

に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
飯
伊
圏
域
の
北
部
に
は
３

つ
の
都
市
計
画
区
域
（
飯
田
都
市
計
画
区
域
、
松

川
都
市
計
画
区
域
、
高
森
都
市
計
画
区
域
）
が
指

定
さ
れ
、
一
体
的
な
都
市
圏
を
形
成
し
て
い
る
。
 

 

長
野
県

 

飯
伊
圏
域

 

■
飯
伊
圏
域
の
位
置
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■
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の
概
況
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ア
 
人
口
の
動
向

 

飯
伊
圏
域
の
人
口
及
び
世
帯
数
は
、
16
9
,5
0
4
人
、
5
8
,5
44

世
帯
（
平
成

2
2
年
国
勢
調

査
）
で
、
過
去
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和

60
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。

 

都
市
計
画
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
飯
田
市
及
び
松
川
町
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
高
森

町
は
平
成

22
年
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
る
将
来
推
計
人
口
（
平
成

25
年
３
月
推
計
）
で
は
、
飯
伊
圏
域
内
の
各
市
町
村
と
も
、

人
口
の
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

 

平
成

2
3
年

1
0
月
現
在
の
年
少
人
口
及
び
高
齢
者
人
口
の
割
合
は
、そ

れ
ぞ
れ

1
3
.9
％
、

2
9
.
6％

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
高
齢
化
率
は
、
全
国
平
均

(2
3
.0
％

)、
県
平
均
（

2
6.
5％

）

（
数
値
は
い
ず
れ
も
平
成

22
年
国
勢
調
査
）
と
比
べ
て
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

 

ま
た
、
飯
伊
圏
域
内
で
は
天
龍
村
や
大
鹿
村
等
、
高
齢
化
率
が

4
0
％
を
超
え
る
町
村
も

多
く
み
ら
れ
る
。

 

 

■
飯
伊
圏
域
の
人
口
動
向
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6
0
,0
0
0

1
8
0
,0
0
0

2
0
0
,0
0
0

S5
5

S6
0

Ｈ
２

Ｈ
７

Ｈ
1
2
Ｈ
1
7
Ｈ
2
2
Ｈ
2
7
Ｈ
3
2
Ｈ
3
7
Ｈ
4
2
Ｈ
4
7

飯
田
市

松
川
町

高
森
町

３
市
町
合
計

飯
伊
圏
域

（
人
）
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

 

■
飯
伊
圏
域
の
人
口
動
向

 

 

       

※
資
料
：
実
績
値
は
国
勢
調
査
、
推
計
人
口
は
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の
コ
ー
ホ
ー
ト
推
計
値
。 

全
国
値
の
単
位
は
千
人
。

 

   

イ
 
市
街
化
の
動
向

 

飯
伊
圏
域
の
市
街
地
は
、
飯
田
市
、
松
川
町
、
高
森
町
の
用
途
地
域
を
中
心
に
形
成
さ

れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
駅
周
辺
に
飯
伊
圏
域
の
核
と
な
る
中
心
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
 

都
市
計
画
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
飯
田
市
、
松
川
町
、
高
森
町
で
は
、
全
体
的
に
、

用
途
地
域
外
の
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
特
に
飯
田
市
に
お
い
て
は
用
途
地
域
内
の
人

口
が
減
少
し
、
用
途
地
域
外
で
増
加
す
る
人
口
の
逆
転
現
象
が
生
じ
て
お
り
、
用
途
地
域

外
で
の
農
地
転
用
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

 

ま
た
、
飯
伊
圏
域
の
核
と
な
っ
て
い
る
飯
田
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
人
口
減
少
が
進

ん
で
お
り
、
車
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
近
年
は
一
般
国
道

15
3
号
等
の
主
要
な
幹
線
道
路

沿
道
に
お
い
て
沿
道
型
店
舗
等
の
立
地
が
進
行
し
て
い
る
。

 

    昭
和
5
5
年

昭
和
6
0
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
1
2
年

平
成
1
7
年

平
成
2
2
年

平
成
2
7
年

平
成
3
2
年

平
成
3
7
年

平
成
4
2
年

平
成
4
7
年

飯
田
市

7
8
,5

1
5

9
2
,4

0
1

9
1
,8

5
9

1
0
6
,7

7
2

1
0
7
,3

8
1

1
0
8
,6

2
4

1
0
5
,3

3
5

1
0
1
,5

5
5

9
7
,5

5
8

9
3
,2

5
3

8
8
,8

4
4

8
4
,3

5
3

松
川
町

1
3
,1

0
8

1
3
,5

1
1

1
3
,4

2
2

1
3
,6

1
7

1
4
,0

7
0

1
4
,1

1
7

1
3
,6

7
6

1
3
,0

9
9

1
2
,5

0
2

1
1
,8

8
3

1
1
,2

5
2

1
0
,6

0
7

高
森
町

1
1
,4

8
8

1
2
,0

2
2

1
2
,2

3
2

1
2
,2

5
2

1
2
,5

2
8

1
2
,9

7
6

1
3
,2

1
6

1
3
,2

4
4

1
3
,1

0
1

1
2
,8

9
5

1
2
,6

4
5

1
2
,3

6
7

３
市
町
合
計

1
0
3
,1

1
1

1
1
7
,9

3
4

1
1
7
,5

1
3

1
3
2
,6

4
1

1
3
3
,9

7
9

1
3
5
,7

1
7

1
3
2
,2

2
7

1
2
7
,8

9
8

1
2
3
,1

6
1

1
1
8
,0

3
1

1
1
2
,7

4
1

1
0
7
,3

2
7

飯
伊
圏
域

1
7
9
,4

6
2

1
8
0
,7

6
3

1
7
9
,0

3
8

1
7
0
,0

1
4

1
7
8
,3

9
2

1
7
5
,5

2
3

1
6
9
,5

0
4

1
6
2
,9

2
4

1
5
6
,0

4
2

1
4
8
,9

2
4

1
4
1
,7

9
9

1
3
4
,6

9
8

長
野
県

2
,0

8
3
,9

3
4

2
,1

3
6
,9

2
7

2
,1

5
6
,6

2
7

2
,1

9
3
,9

8
4

2
,2

1
5
,1

6
8

2
,1

9
6
,1

1
4

2
,1

5
4
,6

9
5

2
,0

9
0
,6

5
8

2
,0

1
8
,8

2
2

1
,9

3
7
,6

2
3

1
,8

5
1
,1

2
4

1
,7

6
0
,9

0
5

全
国

1
1
7
,0

6
0

1
2
1
,0

4
9

1
2
3
,6

1
1

1
2
5
,5

7
0

1
2
6
,9

2
6

1
2
7
,7

6
8

1
2
8
,0

5
7

1
2
6
,5

9
7

1
2
4
,1

0
0

1
2
0
,6

5
9

1
1
6
,6

1
8

1
1
2
,1

2
4

国
勢
調
査
実
績
値
（
人
）

将
来
推
計
人
口
（
人
）
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5
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4
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

 

■
用
途
地
域
内
外
の
人
口
の
推
移

 

                

ウ
 
産
業
の
動
向

 

（
ｱ）

産
業
別
人
口
の
推
移

 

平
成

22
年
現
在
、
飯
伊
圏
域
の
産
業
従
事
者
は
約
８
万
５
千
人
で
、
第
３
次
産
業
が

5
5
.
0％

、
第
２
次
産
業
が

31
.
5％

、
第
１
次
産
業
が

1
3.
5％

の
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

近
年
、
第
２
次
産
業
の
減
少
が
目
立
っ
て
い
る
。

 

都
市
計
画
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
３
市
町
は
、
近
年
、
産
業
別
人
口
は
い
ず
れ
も
減

少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
第
２
次
産
業
の
減
少
が
目
立
っ
て
い
る
。

 

  

     

※
資
料
：
都
市
計
画
基
礎
調
査
 

※
人
口
密
度
：
上
段
は
用
途
地
域
内
、
下
段
（
）
は
用
途
地
域
外
の
人
口
密
度

 

 

昭
和
6
0
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
1
2
年

平
成
1
7
年

平
成
2
2
年

用
途
地
域
内
人
口

5
1
,6

3
3

4
9
,9

7
2

4
7
,9

5
7

4
6
,2

7
7

4
5
,4

8
8

4
3
,9

0
1

用
途
地
域
外
人
口

3
2
,7

4
1

3
4
,6

2
2

4
0
,0

3
0

4
3
,0

2
4

4
3
,2

6
5

4
7
,8

4
7

人
口
密
度
（
人
/
h
a）

3
5
.4

（
7
.3
）

3
4
.2

（
7
.7
）

4
7
.3

（
9
.8
）

3
0
.4

（
8
.5
）

2
9
.9

（
8
.6
）

2
8
.9

(7
.3

)

D
ID
区
域
人
口

3
5
,8

3
8

4
1
,2

8
1

3
9
,7

4
3

3
8
,5

9
7

3
6
,5

1
2

3
4
,6

9
5

用
途
地
域
内
人
口

3
,7

4
9

3
,7

8
9

3
,9

7
1

4
,2

4
2

4
,2

4
9

-

用
途
地
域
外
人
口

8
,9

0
7

8
,8

1
4

8
,9

5
7

9
,1

3
7

9
,2

3
3

-

人
口
密
度
（
人
/
h
a）

2
2
.8

（
3
.7
）

2
3
.1

（
3
.7
）

2
4
.2

（
3
.7
）

2
5
.8

（
3
.8
）

2
5
.9

（
3
.8
）

-

用
途
地
域
内
人
口

3
,3

2
3

3
,5

5
5

3
,4

1
2

3
,4

6
8

3
,5

9
5

-

用
途
地
域
外
人
口

8
,6

9
9

8
,6

7
7

8
,8

4
0

9
,0

6
0

9
,3

8
1

-

人
口
密
度
（
人
/
h
a）

1
9
.5

（
3
.4
）

1
8
.7

（
3
.4
）

1
8
.0

（
3
.5
）

1
8
.3

（
3
.6
）

3
1
.1

（
4
.4
）

-

飯
田
市

松
川
町

高
森
町
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

 

■
飯
伊
圏
域
の
産
業
別
従
業
者
数
の
推
移

 
 
 

 
 
 
■
同
構
成
比

 

 

           

■
産
業
別
人
口
の
推
移
（
３
市
町
）

 

             

 

1
次
産
業

2
次
産
業

3
次
産
業

H
7

1
7
,3
7
6

3
7
,5
1
6

4
5
,8
1
8

H
12

1
4
,7
5
0

3
5
,5
2
4

4
7
,8
8
0

H
17

1
4
,4
2
7

3
1
,1
3
5

4
8
,8
4
4

H
22

1
1
,5
1
0

2
6
,8
4
9

4
6
,9
3
8

0

1
0
,0
0
0

2
0
,0
0
0

3
0
,0
0
0

4
0
,0
0
0

5
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

H
7

H
1
2

H
1
7

H
2
2

昭
和
6
0
年

平
成
２
年

平
成
７
年

平
成
1
2
年

平
成
1
7
年

平
成
2
2
年

第
１
次
産
業

1
0
,0

5
1

8
,0

2
2

7
,5

8
1

6
,5

3
5

6
,4

1
5

4
,8

3
7

第
２
次
産
業

2
3
,5

3
9

2
4
,0

2
2

2
3
,2

5
0

2
2
,2

3
3

1
9
,6

8
2

1
6
,8

7
9

第
３
次
産
業

2
7
,2

0
9

2
8
,8

7
8

3
1
,8

3
3

3
1
,7

0
3

3
1
,4

9
0

3
0
,3

1
3

計
6
0
,8

3
8

6
1
,5

4
9

6
2
,7

2
1

6
0
,5

3
0

5
8
,0

3
6

5
5
,2

8
0

第
１
次
産
業

2
,9

1
0

2
,4

7
2

2
,3

3
2

2
,1

5
8

2
,0

5
6

1
,8

0
7

第
２
次
産
業

2
,8

8
7

2
,8

7
7

2
,8

6
7

2
,9

2
2

2
,5

7
9

2
,2

3
9

第
３
次
産
業

2
,1

7
5

2
,4

8
4

2
,9

1
0

3
,1

9
7

3
,4

2
1

3
,3

3
9

計
7
,9

7
6

8
,0

8
1

8
,1

1
8

8
,2

7
9

8
,0

6
4

7
,4

1
0

第
１
次
産
業

2
,2

5
9

1
,9

3
4

1
,8

4
0

1
,6

9
1

1
,5

7
5

1
,2

5
7

第
２
次
産
業

2
,3

5
9

2
,5

3
1

2
,5

9
1

2
,4

5
1

2
,2

6
2

2
,1

3
8

第
３
次
産
業

2
,3

7
3

2
,6

6
2

2
,9

1
3

3
,2

1
0

3
,5

6
4

3
,7

0
0

計
7
,0

0
1

7
,1

2
9

7
,3

5
0

7
,3

7
6

7
,4

1
3

7
,1

1
9

飯
田
市

松
川
町

高
森
町

※
資
料
：
都
市
計
画
基
礎
調
査
、
国
勢
調
査

 

 

17
.3
%

15
.0
%

15
.3
%

13
.5
%

37
.3
%

36
.2
%

33
.0
%

31
.5
%

45
.5
%

48
.8
%

51
.7
%

55
.0
%

H
7

H
12

H
17

H
22

1次
産
業

2次
産
業

3次
産
業
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松
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都
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都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

（
ｲ）

産
業
の
動
向

 

a
 
農
業
 

飯
伊
圏
域
の
農
業
は
、
温
暖
な
気
候
と
標
高
差
を
活
か
し
、
多
種
多
様
な
作
物
が
生
産

さ
れ
て
い
る
。
農
業
生
産
額
は
、
果
樹
・
畜
産
が
生
産
額
の
約
５
割
を
占
め
て
お
り
、
農

産
物
の
加
工
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
、
農
業
・
農
村
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
、
地
域
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

 

し
か
し
、
農
家
数
、
農
業
生
産
額
も
年
々
減
少
し
て
お
り
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

伴
う
担
い
手
の
確
保
等
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

 

b
 
工
業
 

飯
伊
圏
域
の
工
業
は
、
「
精
密
機
械
・
食
料
」
を
中
心
と
し
て
お
り
、
製
造
品
出
荷
額

で
は
、
飯
田
市
が
圏
域
全
体
の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

 

企
業
数
、
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷
額
と
も
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
工
場
立
地
件

数
も
近
年
は
年
数
件
程
度
の
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

 

ま
た
、
飯
伊
地
域
の
水
引
・
凍
豆
腐
・
半
生
菓
子
・
漬
物
等
の
特
色
あ
る
地
場
産
業
は
、

国
内
の
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

 

 

c
 
商
業
 

飯
伊
圏
域
の
商
業
は
、
商
店
数
、
従
業
者
数
、
商
品
販
売
額
と
も
平
成

1
1
年
以
降
、

年
々
減
少
が
続
い
て
い
る
。

 

飯
伊
圏
域
の
商
品
販
売
額
の
約
８
割
を
飯
田
市
が
占
め
、
松
川
町
、
高
森
町
を
含
め
る

と
９
割
以
上
と
な
り
、
飯
伊
圏
域
全
体
が
飯
田
市
を
中
心
と
す
る
第
１
次
商
圏
に
包
括
さ

れ
て
い
る
。

 

な
お
、
店
舗
面
積

1,
0
00

㎡
超
の
大
規
模
小
売
店
舗
は
、
平
成

2
6
年
１
月
末
現
在
で

3
9
店
舗
と
な
っ
て
い
る
。

 

 

d
 
林
業
 

飯
伊
圏
域
の
森
林
率
は

86
％
で
、
県
平
均
の

7
8％

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

 

森
林
資
源
は
、
建
築
用
材
、
土
木
用
材
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

 

お
り
、
根
羽
ス
ギ
や
遠
山
ス
ギ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
木
材
も
あ
る
。
ま
た
、
マ
ツ

タ
ケ
を
は
じ
め
と
す
る
キ
ノ
コ
等
の
特
用
林
産
物
も
、
林
業
生
産
額
の
多
く
を
占
め
て
い

る
。
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松
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都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
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旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

エ
 
都
市
整
備
の
状
況

 

（
ｱ）

道
路
・
交
通
施
設
の
状
況

 

a
 
幹
線
道
路
網

 

飯
伊
圏
域
の
主
な
幹
線
道
路
網
と
し
て
は
、
中
央
自
動
車
道
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
を

は
じ
め

、
一
般
国
道
６
路

線
（
う
ち

１
路
線
は
三
遠
南

信
自
動

車
道

(
一
般

国
道

4
74

号
)
）、

主
要
地
方
道

13
路
線
、
一
般
県
道

36
路
線
が
あ
り
、
地
域
の
骨
格
を
形
成
し
て

い
る
。
一
般
国
道
・
県
道
等
、
県
管
理
分
の
改
良
率
は
平
成

24
年

3
月
末
現
在
、
約

5
0％

と
な
っ
て
お
り
、
県
平
均
の

65
％
に
比
べ
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
理
由

と
し
て
、
飯
伊
圏
域
の
急
峻
な
地
形
に
よ
り
、
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
構
造
物
が
多

く
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

 

な
お
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、
飯
田
山
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
天
龍
峡
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
が
平
成

20
年
４
月
に
開
通
し
、
現
在
、
天
龍
峡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
喬

木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
及
び
青
崩
峠
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 

b
 
鉄
道
 

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
は
、
飯
伊
圏
域
の
主
要
な
公
共
交
通
機
関
で
地
域
住
民
の
重
要
な
交
通
手

段
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
利
用
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
特
に
飯
伊
圏
域
の
主
要
駅
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
飯
田
駅
の
減
少
が
著
し
い
。

 

な
お
、
飯
田
市
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
長
野
県
駅
（
仮
称
）
の
設
置
が
公
表
さ
れ
、
駅

及
び
駅
周
辺
の
機
能
、
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
が
本
格
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

 

（
ｲ）

都
市
計
画
施
設
の
整
備
状
況

 

a
 
都
市
計
画
道
路

 

都
市
計
画
道
路
は
、
３
市
町
の
都
市
計
画
区
域
内
で
計

51
路
線
あ
り
、
平
成

25
年
３

月
末
現
在
、
総
延
長
の
約
５
割
が
改
良
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

 

 

b
 
都
市
公
園

 

都
市
計
画
公
園
は
、
３
市
町
の
都
市
計
画
区
域
内
で
、

49
カ
所
、
面
積

2
08
.
2h
a
が

計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
平
成

2
5
年
３
月
末
現
在
、

4
5
カ
所
、
面
積

1
5
9
.3
h
a
が
開
設
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

 

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
他
の
都
市
公
園
を
含
め
た
開
設
済
み
都
市
公
園

の
面
積
は
都
市
計
画
区
域
の
人
口
１
人
あ
た
り

14
.2

㎡
／
人
と
な
っ
て
い
る
。
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市
計
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都
市
計
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区
域
の
整
備
、
開
発
及
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保
全
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方
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素
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）
 
新
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旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

c
 
下
水
道

 

生
活
排
水
の
処
理
は
公
共
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
、
農
業
集
落
排
水
等
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
お
り
、
平
成

2
5
年

3
月
末
現
在
、
こ
れ
ら
長
野
県
全
体
の
普
及
率
は

9
6.
6％

と
な
っ
て
い
る
。

 

こ
の

う
ち

飯
伊

圏
域

の
公

共
下

水
道

の
普

及
率

は
、

飯
田

市
82
.
1
％

、
松

川
町

4
1
.
8％

、
高
森
町

5
3.
5％

と
な
っ
て
い
る
。

 

 

d
 
そ
の
他
の
都
市
計
画
施
設

 

飯
田
市
で
は
、
ご
み
焼
却
場
、
汚
物
処
理
場
、
火
葬
場
等
の
都
市
計
画
施
設
が
計
画
決

定
さ
れ
て
お
り
、
整
備
済
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
関
係
市
町
村
に
よ
る
一
般
廃
棄

物
の
広
域
処
理
を
担
う
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、
高
森
町
で
は
新
た
な
火
葬
場
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

 

 

オ
 
観
光
の
動
向

 

飯
伊
圏
域
は
、
豊
か
な
自
然
、
温
泉
、
地
域
固
有
の
民
俗
芸
能
や
祭
り
、
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
、
多
様
な
観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
が
、
平
成

1
5
年
以
降
、
観
光
客

数
、
消
費
額
と
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

 

平
成

2
4
年
の
観
光
客
数
は
、
約

3
84

万
人
で
県
外
客
が
約

7
割
を
占
め
て
い
る
が
、
日

帰
り
客
が
約
８
割
を
占
め
る
通
過
型
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。

 

飯
伊
圏
域
内
の
観
光
客
数
が
多
い
上
位
５
件
の
観
光
地
は
、
昼
神
温
泉
、
下
條
温
泉
郷

親
田
高
原
、
園
原
の
里
、
松
川
高
原
・
ま
つ
か
わ
温
泉
清
流
苑
、
天
龍
峡
・
天
竜
川
下
り

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

 

 

カ
 
自
然
環
境

 

飯
伊
圏
域
は
、
南
ア
ル
プ
ス
や
中
央
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
、
飯
伊
圏
域
の
約

8
6％

を
占

め
る
森
林
、
高
原
や
渓
谷
等
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

 

景
勝
地
の
多
く
は
、
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
、
天
竜
奥
三
河
国
定
公
園
、
中
央
ア
ル
プ

ス
県
立
公
園
、
天
竜
小
渋
水
系
県
立
公
園
、
県
自
然
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
く
郷
土
環
境

保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、
豊
か
な
水
資
源
は
県
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全

を
図
る
た
め
、「

長
野
県
水
環
境
保
全
条
例
」
に
基
づ
く
水
道
水
源
保
全
地
区
の
指
定
を
は

じ
め
、
名
水
百
選
・
信
州
の
名
水
・
秘
水
の
選
定
な
ど
、
水
資
源
の
保
全
に
努
め
て
い
る
。
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備
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画
）

 
新
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更
計
画
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キ
 
災
害
の
危
険
性

 

飯
伊
圏
域
は
急
峻
で
複
雑
な
地
形
、
脆
弱
な
地
質
に
あ
り
、
県
内
の
他
と
比
べ
て
年
間

降
水
量
の
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
天
竜
川
等
の
河
川
の
氾
濫
、
土
石
流
、

地
す
べ
り
等
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
昭
和

3
6
年
、
昭
和

5
8
年
に
は
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

 

特
に
、
中
山
間
地
域
で
は
急
峻
な
地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
所
に
土
砂
災
害
防
止
法

に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、
飯
伊
圏
域
内
で
は
、
地
震
防
災
に
関
す
る
対
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
地
域

と
し
て
、
飯
田
市
、
松
川
町
、
高
森
町
、
阿
南
町
、
阿
智
村
、
下
條
村
、
天
龍
村
、
泰
阜

村
、
喬
木
村
、
豊
丘
村
、
大
鹿
村
の

1
1
市
町
村
が
「
東
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
強
化
地

域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

 

 

ク
 
環
境
対
策

 

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
長
野
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
の
設
置
等
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
飯
田
市
で
は
、
国
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
選
定
さ

れ
、「

飯
田
市
環
境
モ
デ
ル
都
市
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
太
陽
光
市
民
共
同
発
電
事
業
等
、

地
元
企
業
・
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
先
進
的
な
環
境
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。

 

 

（
２
）
圏
域
の
主
要
課
題

 

前
述
の
飯
伊
圏
域
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
近
年
の
都
市
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
飯
伊
圏
域
全
体
に
お
け
る
広
域
的
・
共
通
的
な
主
要
課
題
を

次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

 

 

ア
 
中
心
市
街
地
空
洞
化
へ
の
対
処

 

飯
田
市
の
中
心
市
街
地
や
松
川
町
・
高
森
町
の
既
存
商
店
街
等
で
は
、
近
年
の
車
社
会

の
進
展
や
郊
外
部
の
宅
地
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
居
住
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
、

空
き
店
舗
の
増
加
や
商
業
活
動
の
停
滞
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

 

●
中
心
市
街
地
で
の
交
流
の
場
と
し
て
の
賑
わ
い
の
創
出
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

商
業
活
性
化
、
居
住
促
進
等
 

●
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
交
通
体
系
の
整
備
・
交
通
環
境
の
充
実
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●
市
街
地
周
辺
等
に
お
け
る
無
秩
序
な
宅
地
化
の
抑
制
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形

成
等
 

●
健
康
・
医
療
・
福
祉
、
子
育
て
等
の
生
活
支
援
機
能
の
充
実
、
生
活
環
境
の
充
実
等

 

 

イ
 
地
域
間
の
連
携

 

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、
圏
域
を
構
成
す
る
市
町
村
や
地
域
が
自
立
し
、
個
性
を

発
揮
す
る
と
と
も
に
、
広
域
的
な
役
割
分
担
の
中
で
多
様
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
互
い
に

支
え
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

飯
伊
圏
域
全
体
の
活
力
と
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
、
次
の
よ
う
な
課
題
へ
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

 

●
広
域
連
携
の
強
化
（
圏
域
外
都
市
と
の
連
携
）

 

●
中
心
都
市
飯
田
市
と
の
連
携
の
強
化
（
医
療
、
教
育
、
商
業
機
能
の
集
積
す
る
飯
田

市
と
の
連
携
な
ど
）

 

●
地
域
間
の
連
携
の
強
化
（
産
業
・
観
光
の
振
興
、
医
療
機
関
の
ア
ク
セ
ス
確
保
・
救

急
医
療
、
冬
期
積
雪
の
交
通
確
保
な
ど
）

 

●
公
共

交
通
な
ど
生
活
の

足
の
確
保

（
日
常
生
活
に
必

要
不
可
欠

な
バ
ス
路
線
の

維

持
・
確
保
な
ど
）

 

 

ウ
 
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
地
域
活
性
化

 

飯
伊
圏
域

14
市
町
村
の
う
ち
、
７
町
村
が
過
疎
町
村
と
な
っ
て
お
り
、
飯
伊
圏
域
の
高

齢
化
率
は
県
平
均
を
上
回
り
、
高
齢
化
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

 

今
後
は
、
人
口
減
少
社
会
・
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
地
域
活
性
化
に
向
け
、
次
の
よ

う
な
課
題
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

 

●
過
疎
地
域
へ
の
対
応
（
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
観
光
交
流
の
推
進
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
等
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
等
）

 

●
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
（
高
齢
者
を
は
じ
め
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住

環
境
づ
く
り
な
ど
）

 

●
観
光
振
興
へ
の
対
応
（
自
然
や
温
泉
等
、
圏
域
の
優
れ
た
観
光
資
源
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
な
ど
）

 

●
地
域
産
業
の
育
成
・
活
性
化
へ
の
対
応
（
農
業
、
商
業
、
工
業
等
）
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エ
 
環
境
の
保
全
と
活
用

 

（
ｱ）

豊
か
な
自
然
環
境
・
水
資
源
・
生
物
多
様
性
の
保
全
へ
の
対
応

 

飯
伊
圏
域
は
、
南
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
、
雄
大
な
山
岳
景
観
、
森
林

や
高
原
、
渓
谷
等
の
優
れ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
自
然
公
園
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

 

こ
う
し
た
地
域
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
資
源
を
保
全
し
、
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
た

め
、
良
好
な
自
然
環
境
の
保
全
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
利
用
促
進
、
豊
か
な
水
資
源

の
保
全
、
生
物
の
生
息
環
境
の
保
全
等
、
生
物
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
都
市
づ
く
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

（
ｲ）

計
画
的
な
土
地
利
用
へ
の
対
応

 

近
年
、
飯
田
市
及
び
高
森
町
の
市
街
地
周
辺
（
用
途
地
域
外
）
や
幹
線
道
路
周
辺
に
お

い
て
宅
地
化
が
進
行
し
、
良
好
な
田
園
景
観
や
営
農
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

 

ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
に
抱
か
れ
た
良
好
な
田
園
景
観
を
維
持
保
全
す
る
た
め
、
優
良
農

地
や
森
林
の
保
全
、
適
切
な
宅
地
化
の
誘
導
な
ど
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

 

 

オ
 
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
等
の
整
備
を
見
据
え
た
都
市
づ
く
り

 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
飯
伊
圏
域
の
新
た
な
都

市
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際

空
港
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
適

切
な
土
地
利
用
の
誘
導
、
長
野
県
の
南
の
玄
関
口
及
び
広
域
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の
機

能
強
化
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
伝
統
芸
能
・
生
活
文
化
の
保
全
と
活
用
な
ど
、
こ
れ
ら
の

整
備
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 

カ
 
災
害
に
備
え
た
都
市
づ
く
り
へ
の
対
応

 

飯
伊
圏
域
は
、
中
山
間
地
域
を
は
じ
め
、
地
形
・
地
質
的
に
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地

域
で
、
自
然
災
害
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
飯
伊
圏
域

11
市
町
村
が
東
海

地
震
の
地
震
防
災
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、

今
後
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
を
踏
ま
え
、
地
震
・
火
災
・

水
害
・
土
砂
災
害
に
対
す
る
総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
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新
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計
画
）

 

                                 

こ
う
し
た
な
か
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急
輸
送

道
路
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
整
備
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 

キ
 
低
炭
素
型
都
市
づ
く
り
へ
の
対
応

 

地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
そ
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
は
都
市
づ
く
り
分
野
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

今
後
は
、「

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
や
「
長
野
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
～
第
三
次
長
野
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民
計
画
～
」
等
に
基
づ
き
、
県
民
、
事
業
者
、

市
町
村
、
関
係
団
体
等
の
役
割
に
よ
る
取
組
み
や
連
携
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
低
炭
素
な

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
社
会
（
経
済
は
成
長
し
つ
つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
が
進
む
経
済
・
社
会
構
造
）
の
構
築
に
向
け
た
都
市
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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市
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区
域
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整
備
、
開
発
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び
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（
現
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計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

２
．
飯
伊
圏
域
の
都
市
計
画
の
目
標
 

（
１
）
圏
域
の
基
本
理
念

 

飯
伊
圏
域
の
主
要
課
題
を
踏
ま
え
、
飯
伊
圏
域
が
一
体
と
し
て
圏
域
づ
く
り
・
都
市
づ

く
り
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
飯
伊
圏
域
の
将
来
像
と
基
本
理
念
を
次
の
よ
う
に
設
定

す
る
。

 

 

【
将
来
像
】

 
 

 
 
 
個
性
の
連
携
、
元
気
あ
ふ
れ
る
「
イ
ア
ン
バ
イ
南
信
州
」
 

～
自
立
し
た
地
域
が
連
携
し
、
多
彩
な
自
然
と
共
生
し
つ
つ
、
活
力
あ
る

 

南
信
州
づ
く
り
を
目
指
す
～

 

 

【
基
本
理
念
】

 

ア
 
自
然
豊
か
な
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

  

●
豊
か
な
自
然
環
境
、
水
資
源
、
森
林
資
源
、
美
し
い
田
園
景
観
の
保
全

 

●
生
物
の
多
様
性
の
維
持
・
保
全
に
配
慮
し
た
都
市
づ
く
り

 

●
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
、
優
良
農
地
の
維
持
・
保
全

 

●
自
然
環
境
と
共
生
し
た
美
し
い
農
山
村
づ
く
り

 

 

イ
 
生
き
が
い
や
誇
り
の
持
て
る
安
全
・
安
心
な
都
市
圏
の
創
造

 

●
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
た
ち
等
に
対
す
る
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
文
化
等
の

生
活
支
援
施
設
の
充
実

 

●
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
人
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く
り
・

生
活
環
境
の
充
実

 

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
施
設
空
間
、
歩
行
空
間
の
確
保

 

●
中
山
間
地
域
の
過
疎
対
策
の
推
進

 

 

ウ
 
地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
都
市
圏
の
創
造

 

●
地
域
固
有
の
歴
史
文
化
や
文
化
財
等
の
地
域
資
源
の
保
存
継
承
と
観
光
等
の
都
市
づ

く
り
へ
の
活
用

 

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化
（
中
心
市
街
地
で
の
交
流
の
場
と
し
て
の
賑
わ
い
の
創
出
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
商
業
活
性
化
、
居
住
促
進
等
）

 

●
地
域
の
拠
点
や
観
光
交
流
拠
点
の
魅
力
づ
く
り
と
活
力
の
向
上
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●
観
光
・
農
業
・
商
業
・
工
業
等
の
地
域
産
業
の
振
興

 

 

エ
 
多
様
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
文
化
交
流
都
市
圏
の
創
造

 

●
飯
伊
圏
域
内
外
の
交
流
・
連
携
を
支
え
る
交
通
体
系
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

の
推
進

 

●
地
域
の
多
様
な
拠
点
間
の
連
携
強
化
（
都
市
拠
点
、
近
隣
都
市
拠
点
、
広
域
交
通
・

地
域
振
興
拠
点
、
観
光
交
流
拠
点
、
文
化
交
流
拠
点
）
 

 

オ
 
個
性
と
創
造
力
に
満
ち
た
元
気
あ
る
都
市
圏
の
創
造

  

●
行
政
と
住
民
等
の
協
働
に
よ
る
元
気
あ
る
自
立
し
た
都
市
づ
く
り
の
推
進

 

●
広
域
的
な
機
能
分
担
と
連
携
に
よ
る
一
体
的
な
都
市
づ
く
り
の
推
進

 

 

カ
 
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
を
見
据
え
た
都
市
圏
の
創
造

 

～
整
備
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
（
守
る
べ
き
も
の
を
守
り
、
備
え
る
べ

き
も
の
は
備
え
る
）
～

 

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
都
市
づ
く
り

 

●
交
流
人
口
の
拡
大
（
移
住
・
交
流
を
促
進
す
る
情
報
発
信
や
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
）
 

●
適
切
な
土
地
利
用
の
誘
導

 

●
長
野
県
の
南
の
玄
関
口
及
び
広
域
交
通
の
結
節
点
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
づ
く
り

 

●
豊
か
な
自
然
環
境
、
歴
史
遺
産
、
伝
統
芸
能
及
び
生
活
文
化
の
保
全
並
び
に
景
観
や

緑
の
保
全
と
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り

 

●
道
路
交
通
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
（
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
長
野
県
駅
（
仮
称
）

や
高
規
格
幹
線
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
）

 

 

キ
 
災
害
に
強
い
都
市
圏
の
創
造

 

●
地
震
、
水
害
、
土
砂
災
害
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
等

 

●
地
域
に
お
け
る
防
災
都
市
づ
く
り
の
推
進

 

 

ク
 
低
炭
素
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
都
市
圏
の
創
造

 

●
地
球
温
暖
化
対
策
に
応
え
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
す
る
た
め
の
低
炭
素
型
都

市
づ
く
り
（
集
約
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
、
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
な
ど
）
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（
２
）
圏
域
の
将
来
都
市
構
造

 

飯
伊
圏
域
は
飯
田
市
を
中
心
と
す
る
都
市
地
域
、
段
丘
地
域
に
広
が
る
田
園
地
域
、
豊

か
な
自
然
と
伝
統
文
化
を
持
つ
中
山
間
地
域
と
３
つ
の
特
色
あ
る
地
域
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。

 

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
、
産
業
等
地
域
の
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら

自
立
し
た
一
体
的
な
都
市
圏
の
形
成
を
図
る
た
め
、
飯
伊
圏
域
の
将
来
都
市
構
造
を
次
の

よ
う
に
設
定
す
る
。

 

 

ア
 
拠
点

 

飯
伊
圏
域
で
は
、
都
市
拠
点
（
飯
田
中
心
市
街
地
）
を
核
に
、
飯
伊
圏
域
内
の
多
様
な

拠
点
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
機
能
分
担
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
連
携
し

た
「
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市
構
造
」
の
構
築
を
め
ざ
す
。

 

 

（
ｱ）

都
市
拠
点

 

飯
伊
圏
域
の
主
要
な
都
市
機
能
が
集
積
す
る
飯
田
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
都
市
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
、
中
心
市
街
地
で
の
交
流
の
場
と
し
て
の
賑
わ
い
の
創
出
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
商
業
活
性
化
、
居
住
促
進
、
都
市
機
能
の
強
化
と
都
市
空
間
の
魅
力
づ

く
り
等
を
図
る
。

 

 

（
ｲ）

近
隣
都
市
拠
点

 

飯
伊
圏
域
の
飯
田
市
、
松
川
町
、
高
森
町
の
都
市
部
に
お
い
て
、
行
政
文
化
施
設
や
学

校
、
商
業
施
設
等
が
集
積
し
、
生
活
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
近
隣
都

市
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
公
共
施
設
や
身
近
な
商
業
施
設
、
生
活
利
便
施
設
の
充
実
や

ま
ち
な
み
環
境
の
向
上
を
図
る
。

 
 

（
ｳ）

広
域
交
通
・
地
域
振
興
拠
点
 

飯
田
市
に
予
定
さ
れ
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
長
野
県
駅
（
仮
称
）
周
辺
に
つ
い
て

は
、
広
域
交
通
・
地
域
振
興
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
拠
点
の
機
能
が
相
互
に
高
ま
る

よ
う
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
適
切
な
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。
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（
ｴ）

交
流
拠
点

 

a
 
観
光
交
流
拠
点

 

飯
伊
圏
域
内
の
主
要
な
観
光
地
や
観
光
・
文
化
交
流
施
設
周
辺
に
つ
い
て
は
、
観
光
交

流
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
観
光
交
流
機
能
の
強
化
や
魅
力
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、

拠
点
の
相
互
の
有
機
的
な
連
携
を
促
進
す
る
。

 

 b
 
文
化
交
流
拠
点

 

飯
伊
圏
域
内
の
祭
り
、
伝
統
芸
能
、
工
芸
品
等
、
代
表
的
な
歴
史
文
化
資
源
の
あ
る
箇

所
を
文
化
交
流
拠
点
と
位
置
づ
け
、
歴
史
文
化
資
源
の
保
全
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
及

び
相
互
の
連
携
を
促
進
す
る
。

 

 

イ
 
交
流
・
連
携
軸

 

飯
伊
圏
域
内
外
の
交
流
・
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
交
流
・
連
携
軸
の
強

 

化
を
図
る
。

 

（
ｱ）

広
域
連
携
軸

 

～
高
規
格
・
骨
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
交
流
・
連
携
を
促
進
す
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
）
～

 

・
県
内
外
の
各
地
域
と
の
交
流
・
連
携
の
拡
大
や
物
流
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
に
併
せ
て
骨
格
幹
線
道
路
の
整
備
推
進
を

図
る
。

 

 

（
ｲ）

地
域
連
携
軸

 

～
地
域
の
拠
点
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
（
地
域
の
拠
点
間
や
中
山
間
地
と
を
結
び
地
域
づ

 

く
り
を
支
援
）
～

 

・
地
域
の
拠
点
間
や
中
山
間
地
域
と
の
交
流
・
連
携
の
促
進
や
時
間
・
距
離
の
短
縮
を
図

る
た
め
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
主
要
な
幹
線
道
路
の
計
画
的
・
効
率
的
な
整
備
促
進

を
図
る
。

 

 

（
ｳ）

骨
格
的
連
携
軸

 

都
市
地
域
に
お
け
る
骨
格
的
な
交
流
・
連
携
を
図
る
た
め
、
都
市
地
域
を
連
携
す
る
道

路
や
、
広
域
交
通
・
地
域
振
興
拠
点
と
都
市
拠
点
等
を
結
ぶ
骨
格
道
路
の
整
備
促
進
を
図

る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

ウ
 
土
地
利
用

 

飯
伊
圏
域
を
次
の
４
つ
の
土
地
利
用
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
、
各
々
の
地
域
特
性
に
応
じ
た

都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

 

（
ｱ）

市
街
地
ゾ
ー
ン
（
中
心
市
街
地
ゾ
ー
ン
、
周
辺
市
街
地
ゾ
ー
ン
）

 

a
 
中
心
市
街
地
ゾ
ー
ン

 

・
飯
伊
圏
域
の
拠
点
と
し
て
都
市
的
利
便
性
や
快
適
性
を
享
受
し
つ
つ
、
中
心
市
街
地
で

の
交
流
の
場
と
し
て
の
賑
わ
い
の
創
出
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
商
業
活
性
化
、
居

住
促
進
、
多
様
で
高
度
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
、
整
備
を
図
る
。

 

・
都
市
的
な
賑
わ
い
を
は
じ
め
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
居
住
環
境
の
整
備
や
緑
地
空

間
が
一
体
と
な
っ
た
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
的
空
間
の
形
成
を
図
る
。

 

 b
 
周
辺
市
街
地
ゾ
ー
ン

 

・
隣
接
す
る
田
園
空
間
と
の
共
生
を
図
り
つ
つ
、
計
画
的
な
市
街
地
形
成
を
図
る
。

 

・
補
完
的
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
充
実
す
る
と
共
に
、
う
る
お
い
の
あ
る
居
住
環
境

 

の
形
成
を
図
る
。

 

 

（
ｲ）

段
丘
田
園
ゾ
ー
ン

 

・
「
市
街
地
ゾ
ー
ン
」
を
囲
む
地
域
と
し
て
、
緑
豊
か
な
美
し
い
景
観
や
自
然
環
境
と
の

調
和
を
図
り
つ
つ
、
里
山
田
園
景
観
と
共
生
し
た
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
を
図
る
。

 

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
個
性
あ
る
農
業
の
振
興
と
良
好
な
農
村
景
観
の
保
全

 

を
図
る
。

 

 

（
ｳ）

中
山
間
地
域
ゾ
ー
ン
（
中
山
間
居
住
ゾ
ー
ン
、
森
林
保
全
ゾ
ー
ン
、
自
然
環
境
保
全
ゾ

 

ー
ン
）

 

・
「
段
丘
田
園
ゾ
ー
ン
」
を
囲
む
地
域
と
し
て
、
雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
や
中
央
ア
ル
プ
ス

に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
緑
と
、
清
ら
か
な
水
環
境
等
の
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
。

 

・
雄
大
な
山
岳
観
光
資
源
や
、
豊
富
な
森
林
資
源
、
個
性
あ
る
民
俗
芸
能
等
を
活
か
し
つ

 

つ
、
農
林
産
業
、
観
光
産
業
や
屋
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
や
地
域
活
性
化
を
促
進
す
る
。

 

 

（
ｴ）

計
画
的
な
土
地
利
用
の
誘
導
ゾ
ー
ン

 

・
白
地
地
域
や
幹
線
道
路
沿
道
地
域
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
土
地
利
用
の
誘
導
を
図
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

■
飯
伊
圏
域
の
将
来
構
造
図
（
圏
域
全
体
）
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

                                 

■
都
市
計
画
区
域
の
将
来
構
造
図
（
飯
田
、
松
川
、
高
森
）
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

1.
 都

市
計
画
の
目
標
 

 本
計
画
は
、
都
市
づ
く
り
に
対
す
る
合
意
形
成
の
促
進
を
図
る
た
め
、
松
川
都
市
計
画

区
域
を
対
象
と
し
て
、
県
が
広
域
的
見
地
か
ら
、
関
係
市
町
村
や
住
民
の
意
向
を
反
映
し

な
が
ら
、
都
市
計
画
の
目
標
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

               1
.
1
 都

市
計
画
区
域
の
範
囲
と
目
標
年
次

 

(
1
)
 都

市
計
画
区
域
の
範
囲

 

都
市
計
画
区
域
の
名
称
：
松
川
都
市
計
画
区
域

 

対
象
市
町
村
：
松
川
町

 

範
囲
：
松
川
町
の
一
部

 

(
2
)
 目

標
年
次

 

  都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
向
：
平
成

3
2
年

 

都
市
施
設
な
ど
の
整
備
目
標
：
平
成

2
2
年

 

３
．
都
市
計
画
の
目
標
 

（
１
）
松
川
都
市
計
画
区
域
の
現
状
と
課
題

 

本
区
域
が
位
置
す
る
松
川
町
は
、
飯
伊
圏
域
の
主
要
な
田
園
都
市
で
あ
り
、
豊
か
な
水

量
を
誇
る
天
竜
川
が
町
の
中
央
を
流
れ
、
東
に
南
ア
ル
プ
ス
、
西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
を
望

む
緑
豊
か
で
雄
大
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

 

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
な
か
で
も
果
樹
栽
培
が
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
中
央

自
動
車
道
の
松
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
便
性
を
活
か
し
た
果
樹
観
光
等
に
よ
り
「
く

だ
も
の
の
里
」
と
し
て
の
名
を
高
め
て
い
る
。

 

今
日
、
人
口
減
少
社
会
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
、
本
区

域
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
都
市
づ

く
り
を
は
じ
め
、
既
存
商
店
街
の
活
力
の
向
上
、
市
街
地
の
拡
散
を
抑
制
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
都
市
づ
く
り
、
農
業
な
ど
の
地
域
産
業
の
活
性
化
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
安
全
で
活
力

あ
る
都
市
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

さ
ら
に
、
今
後
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
新
た

な
都
市
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
整
備
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
た
都
市

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

こ
う
し
た
本
区
域
を
取
り
巻
く
情
勢
と
本
区
域
の
広
域
的
な
位
置
づ
け
を
求
め
ら
れ
る

な
か
で
、
都
市
計
画
の
目
標
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
方
針
を
以
下
に
示
す
。

 

 （
２
）
松
川
都
市
計
画
区
域
の
範
囲
と
目
標
年
次

 

ア
 
都
市
計
画
区
域
の
範
囲

 

◆
都
市
計
画
区
域
の
名
称

 
：
 
松
川
都
市
計
画
区
域

 

◆
対

象
市

町
村
 
：
 
松
川
町
 

◆
範

 
 

囲
 
：
 
松
川
町
の
一
部

 

イ
 
目
標
年
次

 

お
お
む
ね

20
年
後
の
都
市
の
姿
を
展
望
し
た
上
で
、
お
お
む
ね

10
年
間
の
都
市
計
画

 

の
基
本
的
方
向
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

◆
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
向
：
平
成

42
年
 

◆
都
市
施
設
な
ど
の
整
備
目
標
：
平
成

32
年
（
中
間
年
：
平
成

27
年
）
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

1
.
2
 都

市
づ
く
り
の
基
本
理
念

 

松
川
都
市
計
画
区
域
の
都
市
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
と
し
て
は
、
飯
伊
圏
域
全

体
を
捉
え
、

 

個
性
の
連
携
、
元
気
あ
ふ
れ
る
「
イ
ア
ン
バ
イ
南
信
州
」
 

～
自
立
し
た
地
域
が
連
携
し
、
多
彩
な
自
然
と
共
生
し
つ
つ
、
活
力
あ
る

 

南
信
州
づ
く
り
を
目
指
す
～

 

 

と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
方
針
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 １
．
自
然
豊
か
な
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

  

松
川
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、
特
に
、
豊
か
な
農
村
環
境
の
保
全
に
配
慮
す
る
も

の
と
す
る
。

 

２
．
生
き
が
い
や
誇
り
の
持
て
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

  

松
川
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、
特
に
、
高
齢
者
や
青
少
年
な
ど
の
社
会
的
弱
者
に

も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

  

３
．
地
域
特
性
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

  

松
川
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、
特
に
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
保
護
育
成
に

配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

  

４
．
多
様
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

  

松
川
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、
特
に
、
蘭
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
カ
ヌ
ー
基
地
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
新
た
な
魅
力
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
対
応
し
た
交
通
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、

隣
接
す
る
都
市
と
の
連
続
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
促
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

５
．
個
性
と
想
像
力
に
満
ち
た
元
気
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

 

松
川
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、
特
に
、
町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
価
値
を
再
発
見

し
、
そ
れ
を
町
づ
く
り
に
生
か
す
活
動
を
は
じ
め
、
都
市
の
個
性
を
高
め
る
新
し
い
文
化

を
創
造
す
る
活
動
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

  

 

（
３
）
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

 

本
区
域
の
都
市
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
と
し
て
は
、
飯
伊
圏
域
全
体
を
捉
え
、
 

 

個
性
の
連
携
、
元
気
あ
ふ
れ
る
「
イ
ア
ン
バ
イ
南
信
州
」
 

～
自
立
し
た
地
域
が
連
携
し
、
多
彩
な
自
然
と
共
生
し
つ
つ
、
活
力
あ
る

 

南
信
州
づ
く
り
を
目
指
す
～

 

 

と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
方
針
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 ア
 
自
然
豊
か
な
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

  

本
区
域
に
お
い
て
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
暮
ら
し
や
す
い
環
境
の
保
全
に

配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

 

イ
 
生
き
が
い
や
誇
り
の
持
て
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

  

本
区
域
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

 

ウ
 
地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

  

本
区
域
に
お
い
て
は
、
良
好
な
自
然
環
境
や
営
農
環
境
の
維
持
・
保
全
に
努
め
る
と
と

も
に
、
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

 

エ
 
多
様
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

  

本
区
域
に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
よ
る
都
市
交
流
の
推
進
や
、

地
域
の
回
遊
性
向
上
に
対
応
し
た
交
通
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
都
市
と
の
連
続

性
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
促
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

 

オ
 
個
性
と
創
造
力
に
満
ち
た
元
気
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

  

本
区
域
に
お
い
て
は
、
町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
価
値
を
再
発
見
し
、
そ
れ
を
町
づ
く

り
に
生
か
す
活
動
を
は
じ
め
、
都
市
の
個
性
を
高
め
る
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
活
動
を

支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

  

カ
 
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
・
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

 

本
区
域
に
お
い
て
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
を
見
据
え
、

「
守
る
べ
き
も
の
を
守
り
、
備
え
る
べ
き
も
の
は
備
え
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
交
流

人
口
の
拡
大
、
道
路
交
通
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
伝
統
芸

能
・
生
活
文
化
の
保
全
と
活
用
な
ど
、
飯
田
市
及
び
高
森
町
と
一
体
的
な
都
市
圏
と
し
て
、

整
備
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

            1
.
3
 地

域
毎
の
市
街
地
像

 

 1
)
 市

街
地
地
域

  

伊
那
大
島
駅
周
辺
に
広
が
る
市
街
地
部
に
つ
い
て
は
、
松
川
町
全
域
を
対
象
と
す
る
公

共
・
公
益
的
施
設
や
商
業
・
業
務
施
設
な
ど
の
集
積
を
図
り
つ
つ
、
こ
れ
ら
都
市
機
能
施

設
に
近
接
し
た
生
活
利
便
性
の
高
い
外
周
部
に
は
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
居
住

環
境
を
有
す
る
住
宅
地
を
整
備
し
、
本
区
域
の
中
心
市
街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
環
境
を

形
成
す
る
。

  

2
)
 近

郊
集
落
地
域

  

大
島
・
上
片
桐
地
区
に
つ
い
て
は
、
営
農
環
境
の
保
全
と
既
存
集
落
の
居
住
環
境
の
向

上
に
努
め
つ
つ
、
田
園
景
観
の
保
全
を
原
則
と
し
た
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
図
る
。

 

 3
)
 里

山
地
域

  

中
央
自
動
車
道
以
西
の
地
域
お
よ
び
天
竜
川
東
岸
側
の
生
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
農
村
地
帯
と
し
て
、
優
良
農
地
の
保
全
を
図
る
べ
き
地
域
と
位

置
づ
け
、
市
街
化
は
抑
制
す
る
も
の
と
す
る
。

 

土
地
利
用
の
適
正
な
規
制
・
誘
導
を
図
り
つ
つ
、
良
好
な
眺
望
の
保
全
と
そ
の
有
効
利

活
用
に
努
め
る
。

 

樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
保
全
・
活
用
す
る
も
の
と
し
、
自

然
と
親
し
め
る
観
光
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
を
図
る
。

 

キ
 
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

 

本
区
域
に
お
い
て
は
、
地
形
構
造
や
地
質
的
に
自
然
災
害
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
等
の
大
規
模
災
害
を
教
訓
に
、
地
震
、
火
災
、
水
害
、
土

砂
災
害
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
も
の
と
す
る
。

 

ク
 
低
炭
素
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

 

本
区
域
に
お
い
て
は
、「

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
や
「
長
野
県
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
～
第
三
次
長
野
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民
計
画
～
」
等
を
踏
ま
え
、
集

約
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
、
車
依
存
型
社
会
か
ら
の
脱
却
、
太
陽
光
発
電
等
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
等
に
よ
る

CO
2
排
出
量
の
削
減
を
図
る
な
ど
、
低
炭
素
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
と
す
る
。

 

 

（
４
）
地
域
毎
の
市
街
地
像

 

ア
 
地
域
毎
の
将
来
像

 

（
ｱ）

市
街
地
地
域

  

Ｊ
Ｒ
伊
那
大
島
駅
周
辺
に
広
が
る
市
街
地
部
に
つ
い
て
は
、
松
川
町
全
域
を
対
象
と
す

る
公
共
・
公
益
的
施
設
や
商
業
・
業
務
施
設
な
ど
の
集
積
を
図
り
つ
つ
、
こ
れ
ら
都
市
機

能
施
設
に
近
接
し
た
生
活
利
便
性
の
高
い
外
周
部
に
は
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な

居
住
環
境
を
有
す
る
住
宅
地
を
整
備
し
、
本
区
域
の
中
心
市
街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
環

境
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

 

（
ｲ）

近
郊
集
落
地
域

  

大
島
・
上
片
桐
地
区
に
つ
い
て
は
、
段
丘
崖
線
の
森
林
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
営

農
環
境
の
保
全
と
既
存
集
落
の
居
住
環
境
の
向
上
に
努
め
つ
つ
、
田
園
景
観
の
保
全
を
原

則
と
し
た
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
図
る
。

 

（
ｳ）

里
山
地
域

  

中
央
自
動
車
道
以
西
の
地
域
及
び
天
竜
川
東
岸
側
の
生
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
優
れ
た

眺
望
と
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
農
村
地
帯
と
し
て
、
優
良
農
地
の
保
全
を
図
る
べ

き
地
域
と
位
置
づ
け
、
市
街
化
は
抑
制
す
る
も
の
と
す
る
。

  

土
地
利
用
の
適
切
な
規
制
・
誘
導
を
図
り
つ
つ
、
良
好
な
眺
望
の
保
全
と
そ
の
有
効
利

活
用
に
努
め
る
。

  

段
丘
崖
線
な
ど
の
樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
保
全
・
活
用
す

る
も
の
と
し
、
自
然
と
親
し
め
る
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
を
図
る
。

 

-234-



-235-

2
4
/
40
 

松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

  

イ
 
将
来
都
市
構
造

 

飯
伊
圏
域
の
都
市
構
造
を
踏
ま
え
、
松
川
都
市
計
画
区
域
の
将
来
都
市
構
造
を
次
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
。

 

（
ｱ）

拠
点
 

a
 
近
隣
都
市
拠
点

 

Ｊ
Ｒ
伊
那
大
島
駅
周
辺
の
あ
ら
い
商
店
街
や
町
役
場
周
辺
を
近
隣
都
市
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
、
商
業
業
務
施
設
、
公
共
公
益
施
設
等
の
機
能
の
強
化
と
魅
力
づ
く
り
を
図
る
。
 

 

（
ｲ）

主
要
な
連
携
軸

 

a
 
広
域
連
携
軸

 

広
域
的
な
都
市
間
の
交
流
・
連
携
を
担
う
軸
で
、
中
央
自
動
車
道
、
一
般
国
道

1
5
3

号
を
位
置
づ
け
る
。

 

b
 
地
域
連
携
軸

 

東
西
方
向
の
地
域
間
の
交
流
・
連
携
を
担
う
軸
で
、
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿

線
を
位
置
づ
け
る
。

 

c
 
骨
格
的
連
携
軸

 

都
市
地
域
に
お
け
る
骨
格
的
な
交
流
・
連
携
を
担
う
軸
で
、
広
域
農
道
を
位
置
づ
け
る
。
 

 （
ｳ）

土
地
利
用
ゾ
ー
ン

 

主
要
な
土
地
利
用
ゾ
ー
ン
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
区
分
し
、
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推

進
を
図
る
。

 

a
 
商
業
系
（
Ｊ
Ｒ
伊
那
大
島
駅
周
辺
の
中
心
商
店
街
、
一
般
国
道

1
53

号
沿
道
の
商
業
地
） 

b
 
工
業
系
（
名
子
原
工
業
団
地
、
松
川
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
、
生
田
工
業
団
地
）

 

c
 
住
宅
系
他
（
市
街
地
内
及
び
そ
の
周
辺
の
既
存
住
宅
地
、
農
業
集
落
地
な
ど
）

 

d
 
農
地
系
（
市
街
地
周
辺
に
広
が
る
農
業
地
域
）

 

e
 
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
（
公
園
等
）

 

f
 
緑
地
系
（
松
川
都
市
計
画
区
域
の
西
部
及
び
天
竜
川
東
部
、
段
丘
崖
線
に
広
が
る
森
林

 

地
域
）
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）
 

2
.
 区

域
区
分
の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

 

2
.
1
 区

域
区
分
の
決
定
の
有
無

 

本
都
市
計
画
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

な
お
、
区
域
区
分
を
定
め
な
い
と
し
た
根
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

 ①
 県

に
よ
る
同
一
基
準
で
の
判
断
結
果

 

県
で
は
、
人
口
の
動
向
、
土
地
利
用
の
状
況
等
に
着
目
し
、
県
下
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
、
 

本
区
域
に
お
け
る
区
域
区
分
の
必
要
性
を
低
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

  

・
市
街
地
（
用
途
地
域
）
内
の
人
口
増
加
よ
り
も
市
街
地
外
の
人
口
増
加
数
の
方
が
少
な
い
。
  

・
市
街
地
外
で
の
農
地
転
用
状
況
を
み
る
と
長
野
県
の
平
均
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
市

 

街
地
外
へ
の
宅
地
化
の
拡
散
の
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
。

  

・
人
口
は
伸
び
て
い
る
が
２
・
３
次
産
業
従
業
者
数
の
伸
び
は
顕
著
で
な
い
。

  

 

・
市
街
地
内
の
道
路
面
積
率
は
住
宅
地
に
お
け
る
標
準
的
な
め
や
す
よ
り
小
さ
い
。
そ
の
た

め
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備
の
必
要
性
が
高
い
。

  

  ②
 地

域
特
性
を
考
慮
し
た
区
域
区
分
の
検
討

  

本
区
域
の
市
街
地
外
の
う
ち
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
優
良
農
地
・
森
林
等
は
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
定
め
ら
れ
た
農
用
地
区
域
、
森
林
法
に
定
め
ら
れ
た
地
域
森
林
計

画
対
象
森
林
、
保
安
林
等
他
法
令
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

  

ま
た
、
松
川
町
が
制
定
し
て
い
る
「
松
川
町
環
境
保
全
条
例
」
な
ど
に
よ
っ
て
も
規
制
・

誘
導
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
方
策
を
継
続
し
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
方
針
で
あ
り
、
無
秩
序
な
市
街
化
は
進
展
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

  

 ③
 区

域
区
分
以
外
の
各
種
都
市
計
画
手
法
の
適
用
を
前
提
と
し
て
「
区
域
区
分
」
は
行
わ
な

い
  

本
区
域
は
、
①
で
は
区
域
区
分
の
必
要
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
②
に
示
す
地
域
特

 

性
を
踏
ま
え
、
区
域
区
分
以
外
の
都
市
計
画
手
法
に
よ
る
土
地
利
用
規
制
・
誘
導
を
進
め
、
 

４
．
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

 

（
１
）
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

 

本
都
市
計
画
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

な
お
、
区
域
区
分
を
定
め
な
い
と
し
た
根
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

 

ア
 
県
に
よ
る
同
一
基
準
で
の
判
断
結
果

 

県
で
は
、
人
口
の
動
向
、
土
地
利
用
の
状
況
に
着
目
し
、
県
下
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
、

本
区
域
に
お
け
る
区
域
区
分
の
必
要
性
を
低
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

 

・
人
口
の
推
移
は
、
市
街
地
外
よ
り
も
市
街
地
内
の
増
加
率
が
高
く
、
ま
た
、
市
街
地
外

で
の
農
地
転
用
率
は
県
平
均
値
よ
り
も
低
い
こ
と
か
ら
、
市
街
地
外
へ
の
宅
地
化
の
拡

散
抑
制
の
必
要
性
は
低
い
。

 

・
人
口
の
伸
び
率
は
全
体
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
第
２
次
・
３
次
産
業
の
従
業
者
数

の
伸
び
率
も
県
平
均
値
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
街
地
拡
大
の
可
能
性
は
低
い
。

 

・
市
街
地
内
の
道
路
面
積
は
住
宅
地
と
し
て
望
ま
し
い
標
準
的
な
目
安
を
下
回
っ
て
お
り
、

市
街
地
内
の
都
市
的
土
地
利
用
率
も
県
平
均
よ
り
低
い
た
め
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備

の
必
要
性
は
高
い
。

 

 

イ
 
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
区
域
区
分
の
検
討

 

本
区
域
の
市
街
地
外
の
う
ち
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
優
良
農
地
・
森
林
等
は
「
農
業
振
興

地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
定
め
ら
れ
た
農
用
地
区
域
、「

森
林
法
」
に
定
め
ら
れ
た

地
域
森
林
計
画
対
象
森
林
、
保
安
林
な
ど
の
他
法
令
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、
松
川
町
が
制
定
し
て
い
る
「
松
川
町
環
境
保
全
条
例
」
な
ど
に
よ
り
、
一
定
の

環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
方
策
を
継
続
し
、
周
辺
環
境
と
調

和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
方
針
で
あ
る
た
め
、
無
秩
序
な
市
街
化
は
進
展
し
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

  

 

ウ
 
区
域
区
分
以
外
の
各
種
都
市
計
画
手
法
の
適
用
を
前
提
と
し
て
「
区
域
区
分
」
は
行
わ

 

な
い

 

本
区
域
は
、
ア
で
は
区
域
区
分
の
必
要
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
イ
に
示
す
地
域

特
性
や
人
口
動
向
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
区
域
区
分
以
外
の
都
市
計
画
手
法
に
よ
る
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計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
る
。

  

 こ
の
よ
う
な
本
区
域
の
状
況
と
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
と
す
る
。

 

 

         

土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導
を
進
め
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

  

こ
の
よ
う
な
本
区
域
の
状
況
と
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
と
す
る
。

 

         

本
区
域
は
、
今
後
、
他
の
法
令
と
の
適

切
な
連
携
の
も
と
で
、
区
域
区
分
以
外
の
都

市
計
画
手
法
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、
計
画
的
な
土
地
利
用

の
実
現
が
可
能
と
判
断
し
、
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

 

本
区
域
は
、
今
後
、
他
の
法
令
と
の
適
切
な
連
携
の
も
と
で
、
区
域
区
分
以
外
の
各

種
都
市
計
画
手
法
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
、
計
画
的
な
土
地

利
用
の
実
現
を
前
提
と
し
て
、
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

 

な
お
、
市
街
地
が
行
政
区
域
を
越
え
て
連
た

ん
し
て
い
る
区
域
で
は
、
実
質
的
な
一

体
の
都
市
と
し
て
の
都
市
計
画
区
域
の
再
編
を
検
討
し
、
一
体
の
都
市
と
し
て
の
区
域

区
分
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

（
参
考
）

 

「
区
域
区
分
」
と
は

 

「
区
域
区
分
」
と
は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る

た
め
、
都
市
計
画
区
域
を
、
優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」

と
市
街
化
を
抑
制
す
る
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
「
線

引
き
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 

 「
区
域
区
分
」
を
「
す
る
」
か
「
し
な
い
」
か
は
県
で
判
断

 

平
成

1
2
 年

５
月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、
「
線
引
き
」
を
す
る
か
、
し

な
い
か
は
国
が
法
律
に
よ
っ
て
定
め
、
当
分
の
間
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
都
市
計

画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
限
定
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
の

「
都
市
化
社
会
」
か
ら
安
定
・
成
熟
し
た
「
都
市
型
社
会
」
へ
の
移
行
な
ど
、
近
年

の
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成

12
 年

５
月
の
都
市
計
画
法
の
改

正
に
よ
り
、「

区
域
区
分
」
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
観
点
か
ら
県
が
、
地
域
の
状
況
に

応
じ
て
区
域
毎
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

（
参
考
）

 

「
区
域
区
分
」
と
は

 

「
区
域
区
分
」
と
は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る

た
め
、
都
市
計
画
区
域
を
、
優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」

と
市
街
化
を
抑
制
す
る
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
「
線

引
き
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 

 「
区
域
区
分
」
を
「
す
る
」
か
「
し
な
い
」
か
は
県
が
判
断

 

平
成

1
2
 年

５
月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、
「
区
域
区
分
」
を
「
す
る
」

か
、「

し
な
い
」
か
は
国
が
法
律
に
よ
っ
て
定
め
、
当
分
の
間
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
限
定
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。

  

し
か
し
、
高
度
成
長
期
の
「
都
市
化
社
会
」
か
ら
安
定
・
成
熟
し
た
「
都
市
型
社

会
」
へ
の
移
行
な
ど
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成

1
2 
年

５
月
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、「

区
域
区
分
」
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
観
点
か

ら
県
が
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
区
域
毎
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

2
.
2
 区

域
区
分
の
方
針

 

前
項
で
記
述
の
と
お
り
本
区
域
で
は
区
域
区
分
は
行
わ
な
い
た
め
、
本
項
目
に
対
す
る

記
述
は
要
し
な
い
が
、
本
区
域
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
に

向
け
、
今
後
の
人
口
、
産
業
規
模
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
参
考
標
記
す
る
。

 

 

(
1
)
 お

お
む
ね
の
人
口

 

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
、
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 

 

 
 
 
表
－
１
．
お
お
む
ね
の
将
来
人
口

 

年
次

 

区
分

 

平
成

1
2
年

 

（
基
準
年
）

 

平
成

2
2
年
 

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

 

都
市
計
画
区
域
内
人
口

 
1
3
.
3
千
人

 
お
お
む
ね

1
4.
0
千
人

 

＊
平
成

12
年
欄
は
「
平
成

12
年
度
国
勢
調
査
」
に
よ
る
実
績
値
を
、
平
成

22
年
欄
は
コ
ー
ホ

ー
ト
法
に
よ
る
将
来
推
計
値
を
示
す
。

 

 

(2
) 
産
業
の
規
模
 

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
、
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 

表
－
２
．
産
業
の
規
模

 年
次

 

区
分

 

平
成

1
2
年

 

（
基
準
年
）

 

平
成

2
2
年
 

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

 

生
産

規
模 

工
業
出
荷
額

 
3
9
7
億
円

 
4
8
2
億
円

 

卸
小
売
販
売
額

 
1
4
9
億
円

(
H
11
)
 

1
7
5
億
円

 

就 業 構 造 

第
一
次
産
業

 
2
.
2
千
人
（

26
.
1％

）
 

1
.
6
千
人
（

18
.
4％

）
 

第
二
次
産
業

 
2
.
9
千
人
（

35
.
3％

）
 

3
.
2
千
人
（

37
.
7％

）
 

第
三
次
産
業

 
3
.
2
千
人
（

39
.
0％

）
 

3
.
7
千
人
（

43
.
0％

）
 

＊
平
成

1
2
年
欄
の
工
業
出
荷
額
は
「
平
成

1
2
年
度
工
業
統
計
調
査
」
卸
小
売
販
売
業
は

「
平
成

11
年
度
商
業
統
計
調
査
」。

就
業
構
造
は
「
平
成

1
2
年
国
勢
調
査
」
に
よ
る

実
績
値
を
、
平
成

2
2
年
欄
は
将
来
予
測
値
を
示
す
。
 

（
２
）
区
域
区
分
の
方
針

 

前
項
で
記
述
の
と
お
り
本
区
域
で
は
区
域
区
分
は
行
わ
な
い
た
め
、
本
項
目
に
対
す
る

記
述
は
要
し
な
い
が
、
本
区
域
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
、
今
後
の
人
口
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
参
考
標
記
す
る
。

 

 

ア
 
お
お
む
ね
の
人
口

 

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
、
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 

 

表
－
１

 
お
お
む
ね
の
将
来
人
口

 

 
 
 
年

 
次

 

区
 
分
 

平
成

1
7
年

 

（
基
準
年
）

 

平
成

2
7
年

 

（
中
間
年
）

 

平
成

3
2
年

 

（
目
標
年
）

 

都
市
計
画
区
域
内

人
口

 
1
3
.
5
千
人
 

お
お
む
ね

1
2.
5
千
人
 

お
お
む
ね

1
1
.
9
千
人
 

（
注
）
平
成

17
年
基
準
年
人
口
は
、「

国
勢
調
査
」
及
び
「
都
市
計
画
基
礎
調
査
」
に
よ
る
統
計
値
。 

平
成

27
年
及
び
平
成

32
年
欄
の
都
市
計
画
区
域
内
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
に
よ
り
算
出
し
た
行
政
区
域
人
口
か
ら
、
回
帰
式
に
よ

る
都
市
計
画
区
域
外
人
口
を
減
じ
て
算
定
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

3.
 主

要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
 

3
.
1
 土

地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

(
1
)
 主

要
用
途
の
配
置
の
方
針

 

1
)
 住

宅
地

  

i
.
 市

街
地
地
域
（
用
途
地
域
指
定
区
域
）

  

元
大
島
地
区
の
既
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
北
垣
外
地
区
等
の
地
区
は
、
生
活
道
路
を

は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
施
設
等
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
現
状
と
同
様
、
う
る
お
い
あ
る

環
境
を
有
す
る
低
層
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。

  

松
川
町
役
場
周
辺
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
都
市
機
能
の
集
積
を
活
か
し
た
利
便
性
の
高

い
中
低
層
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。

  

一
般
国
道

1
53

号
や
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
沿
道
部
及
び
新
井
商
店
街

の
外
周
部
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
宅
地
の
居
住
環
境
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
沿
道
型
住
宅

地
の
形
成
を
図
る
。

 

 
 

i
i
.
 近

郊
集
落
地
域

  

大
島
・
上
片
桐
地
区
は
、
自
然
環
境
や
田
園
風
景
等
に
留
意
し
つ
つ
、
都
市
基
盤
施
設

の
整
備
と
と
も
に
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
推
進
し
、
良
好
な
居
住
環
境
を
有
す
る
農
村
型

住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。

 

 
 

i
i
i
. 
里
山
地
域

  

中
央
自
動
車
道
以
西
の
地
区
お
よ
び
天
竜
川
東
岸
側
の
生
田
地
区
の
集
落
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
営
農
環
境
の
保
全
を
原
則
と
し
つ
つ
、
地
域
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
景

観
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
良
好
な
集
落
環
境
の
形
成
を
図
る
。

 
 

 

2
)
 商

業
地

  

新
井
商
店
街
は
、
居
住
機
能
を
も
取
り
込
み
な
が
ら
商
業
機
能
の
強
化
・
拡
充
を
進
め
、

本
区
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
商
業
地
の
形
成
を
図
る
。

  

   

 

５
．
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
 

（
１
）
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

ア
 
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

 

（
ｱ）

住
宅
地

  

a
 
市
街
地
地
域
（
用
途
地
域
指
定
区
域
）

  

元
大
島
地
区
の
う
ち
既
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
北
垣
外
地
区
等
の
地
区
は
、
生
活
道

路
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
施
設
等
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
現
状
と
同
様
、
う
る
お
い

あ
る
環
境
を
有
す
る
低
層
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。

  

松
川
町
役
場
周
辺
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
都
市
機
能
の
集
積
を
活
か
し
た
利
便
性
の
高

い
中
低
層
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。

  

一
般
国
道

1
53

号
や
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
沿
道
部
及
び
あ
ら
い
商
店

街
の
外
周
部
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
宅
地
の
居
住
環
境
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
沿
道
型
住

宅
地
の
形
成
を
図
る
。

 

 

b
 
近
郊
集
落
地
域

  

大
島
・
上
片
桐
地
区
は
、
自
然
環
境
や
田
園
風
景
等
に
留
意
し
つ
つ
、
都
市
基
盤
施
設

の
整
備
と
と
も
に
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
推
進
し
、
良
好
な
居
住
環
境
を
有
す
る
農
村
型

住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。

 
  

 

c
 
里
山
地
域

  

中
央
自
動
車
道
以
西
の
地
区
及
び
天
竜
川
東
岸
側
の
生
田
地
区
の
集
落

地
に
つ
い
て

は
、
営
農
環
境
の
保
全
を
原
則
と
し
つ
つ
、
地
域
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
景
観
の
向

上
に
努
め
な
が
ら
良
好
な
集
落
環
境
の
形
成
を
図
る
。

 

 

（
ｲ）

商
業
地

  

あ
ら
い
商
店
街
は
、
居
住
機
能
を
も
取
り
込
み
な
が
ら
商
業
機
能
の
強
化
・
拡
充
を
進

め
、
本
区
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
商
業
地
の
形
成
を
図
る
。

  

ま
た
、
一
般
国
道

1
53

号
の
沿
道
に
つ
い
て
は
、
交
通
利
便
性
を
活
用
し
た
都
市
的
土

地
利
用
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

3
)
 工

業
地

  

名
子
地
区
の
既
存
工
業
集
積
地
は
、
企
業
用
地
内
の
緑
化
な
ど
に
よ
る
環
境
対
策
を
さ

ら
に
進
め
つ
つ
、
交
通
拠
点
施
設
と
の
連
絡
性
強
化
な
ど
生
産
活
動
基
盤
の
拡
充
を
図
る
。
 

ま
た
、
遊
休
地
化
し
た
工
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
土
壌
汚
染
の
有
無
に
留
意
し
な
が
ら
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
新
た
な
土
地
活
用
を
図
る
。

 

 

 (
2
)
 土

地
利
用
の
方
針

 

1
)
 商

業
地
の
活
性
化
に
関
す
る
方
針

  

当
区
域
の
中
心
商
店
街
で
あ
る
新
井
商
店
街
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
商

品
を
提
供
し
て
消
費
生
活
を
支
え
て
き
た
。
し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
り
住
民
の

買
い
物
圏
が
近
隣
市
町
村
の
幹
線
道
路
沿
い
に
立
地
す
る
大
規
模
店
舗
に
移
る
こ
と
に
よ

り
、
駐
車
場
な
ど
の
未
整
備
な
既
存
の
商
店
街
の
集
客
力
低
下
が
顕
著
に
な
り
、
廃
業
す

る
小
規
模
店
舗
も
少
な
く
な
い
。

  

高
齢
社
会
を
迎
え
、
お
年
寄
り
が
歩
い
て
買
い
物
が
で
き
る
範
囲
に
便
利
な
商
店
が
あ

る
よ
う
な
生
活
圏
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
住
宅
整
備
な
ど
の
定
住

人
口
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
・
快
適
で
利
便
性
の
高
い
交
流
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、

商
店
街
の
活
性
化
に
努
め
る
。

 
 

ま
た
、
幹
線
道
路
沿
道
へ
の
商
業
立
地
は
今
後
も
予
想
さ
れ
る
が
、
計
画
的
な
立
地
に

努
め
る
。

  

 

2
)
 優

良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る
方
針

  

市
街
地
周
辺
に
広
が
る
農
地
は
、
食
料
生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
洪
水
防
止
機
能
、

水
資
源
涵
養
機
能
の
他
に
も
多
様
な
動
植
物
の
生
息
地
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
そ
こ

に
点
在
す
る
集
落
を
も
含
め
美
し
い
景
観
を
形
成
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
も
含
め
、
農
業
・
農
村
地
域
の
こ
れ
ら
多
面
的
な
機
能
を
将
来
的
に
も
継

承
し
続
け
る
べ
く
、
保
全
を
原
則
と
す
る
。

  

 特
に
、
当
区
域
に
お
い
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
果
樹
産
業
の
場
と
し
て
、「

く
だ

も
の
の
里
」
と
し
て
知
ら
れ
る
松
川
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
全
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

  

な
お
、
遊
休
農
地
等
の
有
効
利
活
用
や
農
業
に
関
わ
る
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機

能
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
は
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
よ
り
計
画
的

 

（
ｳ）

工
業
地

 

名
子
原
工
業
団
地
、
松
川
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
、
生
田
工
業
団
地
な
ど
の
既
存
工
業
集

積
地
は
、
企
業
用
地
内
の
緑
化
な
ど
に
よ
る
環
境
対
策
を
さ
ら
に
進
め
つ
つ
、
交
通
拠
点

 

施
設
と
の
連
絡
性
強
化
な
ど
生
産
活
動
基
盤
の
拡
充
を
図
る
。

 
 

ま
た
、
遊
休
地
化
し
た
工
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
土
壌
汚
染
の
有
無
に
留
意
し
な
が
ら
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
新
た
な
土
地
活
用
を
図
る
。

  

 

イ
 
土
地
利
用
の
方
針

 

（
ｱ）

商
業
地
の
活
性
化
に
関
す
る
方
針

  

本
区
域
の
中
心
商
店
街
で
あ
る
あ
ら
い
商
店
街
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た

商
品
を
提
供
し
て
消
費
生
活
を
支
え
て
き
た
が
、
車
社
会
の
進
展
に
伴
う
幹
線
道
路
沿
い

へ
の
沿
道
型
店
舗
の
立
地
等
に
よ
り
、
活
力
が
低
下
し
て
い
る
。

 

  高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
が
歩
い
て
買
い
物
が
で
き
る
範
囲
に
便
利
な
商
店
が
あ

る
生
活
圏
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
住
宅
整
備
な
ど
の
定
住
人
口
増

加
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
・
快
適
で
利
便
性
の
高
い
交
流
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、
商
店

街
の
活
性
化
に
努
め
る
。

  

ま
た
、
一
般
国
道

1
53

号
な
ど
幹
線
道
路
沿
道
へ
の
商
業
施
設
の
立
地
が
今
後
も
予
想

さ
れ
る
た
め
、
計
画
的
な
立
地
に
努
め
る
。

 

 

（
ｲ）

優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る
方
針

  

市
街
地
周
辺
に
広
が
る
農
地
は
、
食
料
生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
洪
水
防
止
機
能
、

水
資
源
涵
養
機
能
の
他
に
も
多
様
な
動
植
物
の
生
息
地
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
そ
こ

に
点
在
す
る
集
落
を
含
め
美
し
い
景
観
を
形
成
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
 

こ
れ
ら
農
地
の
多
面
的
な
機
能
を
将
来
的
に
も
継
承
し
続
け
る
た
め
、「

松
川
町
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
積
極
的
な
保
全
に
努
め
る
。

 

特
に
、
本
区
域
に
お
い
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
果
樹
産
業
の
場
と
し
て
、「

く

だ
も
の
の
里
」
と
し
て
知
ら
れ
る
松
川
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
全
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

  

な
お
、
遊
休
農
地
等
の
有
効
利
活
用
や
農
業
に
関
わ
る
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機

能
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
は
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
よ
り
計
画
的
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

に
対
応
す
る
。

 

 3
)
 自

然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全
に
関
す
る
方
針

 

人
々
の
生
活
の
場
に
程
近
い
森
林
地
帯
に
つ
い
て
は
、
人
と
多
様
な
自
然
と
の
関
わ
り

の
場
で
あ
り
、
地
域
景
観
の
重
要
な
要
素
と
し
て
機
能
し
、
ふ
る
さ
と
の
風
景
の
原
型
を

支
え
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市
の
拡
大
に
つ
れ
て
無
秩
序
な
施
設
立
地
や
民
有
林
等
の
崩

壊
に
よ
り
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

 
 

森
林
体
験
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
な
ど
と
し
て
自
然
と
人
が
共
生
す
る
多
機
能

型
森
林
地
帯
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
緑
地
保
全
地
区
の
指
定
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、

環
境
及
び
景
観
の
保
全
に
努
め
る
。

 

 

   4
)
 災

害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
地
の
抑
制
に
関
す
る
方
針

  

急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
の
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
、

住
民
の
生
命
及
び
身
体
を
保
護
す
る
た
め
、
建
築
物
の
立
地
抑
制
等
を
図
る
区
域
を
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
等
と
し
て
指
定
を
行
う
こ
と
を
推
進
す
る
。

 

     

5
)
 計

画
的
な
都
市
的
土
地
利
用
の
実
現
に
関
す
る
方
針

  

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
容
積
率
制
限
等
に
よ
っ
て
無
秩
序
な
都

市
化
を
抑
制
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
・
斜
線
制
限
に
つ
い
て

は
以
下
の
地
域
毎
に
制
限
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

①
 
近
年
、
民
間
宅
地
開
発
が
進
み
、
新
規
住
宅
や
共
同
住
宅
の
建
築
が
多
く
見
ら
れ
る
名

子
南
部
・
原
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
隣
接
の
低
層
住
居
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
考
慮
し

た
、
容
積
率
・
建
ぺ
い
率
・
斜
線
規
制
の
見
直
し
を
行
う
。

  

②
 新

旧
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
古
町
、
上
大
島
、
上
片
桐
、
生
田
地
区
に
つ
い
て
は
、

 

に
対
応
す
る
。

 

 （
ｳ）

自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全
に
関
す
る
方
針

 

人
々
の
生
活
の
場
に
程
近
い
森
林
地
帯
に
つ
い
て
は
、
人
と
多
様
な
自
然
と
の
関
わ
り

の
場
で
あ
り
、
地
域
景
観
の
重
要
な
要
素
と
し
て
機
能
し
、
ふ
る
さ
と
の
風
景
の
原
型
を

支
え
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市
の
拡
大
に
つ
れ
て
無
秩
序
な
施
設
立
地
や
民
有
林
等
の
崩

壊
に
よ
り
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
体
験
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
な
ど
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
良
好
な
都
市
環
境
を
維
持
す
る
上
で
も
重
要
な

要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「

生
物
多
様
性
な
が
の
県
戦
略
」
に
基
づ
き
、
生
物
多
様
性
に

配
慮
し
な
が
ら
、
自
然
資
源
の
保
全
を
図
る
。

 

天
竜
川
等
の
河
川
に
つ
い
て
は
、
治
水
機
能
に
も
十
分
留
意
し
な
が
ら
水
資
源
の
確
保

と
親
水
性
の
向
上
に
努
め
る
。

 

 

（
ｴ）

災
害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
化
の
抑
制
に
関
す
る
方
針

 

土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、「

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
に

つ
い
て
の
危
険
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
一
定
の
開
発
行
為
の
制
限
、
建
築
物
の

構
造
規
制
、
既
存
住
宅
の
移
転
促
進
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
す
る
。

 

ま
た
、
砂
防
法
、
地
す
べ
り
等
防
止
法
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
法
に
よ
り
、
指
定
さ
れ

た
区
域
内
及
び
保
安
林
に
お
い
て
は
、
土
地
の
形
質
変
更
等
、
土
砂
災
害
を
誘
発
す
る
行

為
を
制
限
す
る
。

 

  

（
ｵ）

計
画
的
な
都
市
的
土
地
利
用
の
実
現
に
関
す
る
方
針

 

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
容
積
率
制
限
等
に
よ
っ
て
無
秩
序
な
都

市
化
を
抑
制
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
・
斜
線
制
限
に
つ
い
て

は
以
下
の
地
域
毎
に
制
限
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

●
近
年
、
民
間
宅
地
開
発
が
進
み
、
新
規
住
宅
や
共
同
住
宅
の
建
築
が
多
く
見
ら
れ
る
名

子
南
部
・
原
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
隣
接
の
低
層
住
居
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
考
慮
し

た
、
容
積
率
・
建
ぺ
い
率
・
斜
線
規
制
の
見
直
し
を
行
う
。

  

●
新
旧
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
古
町
、
上
大
島
、
上
片
桐
、
生
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

大
規
模
な
開
発
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
、
容
積
率
・
建
ぺ
い
率
・
斜
線
規

制
の
見
直
し
を
行
う
。

 

③
 
用
途
地
域
に
隣
接
す
る
新
井
地
域
、
工
場
も
点
在
す
る
片
桐
松
川
南
側
地
域
に
つ
い
て

は
、
用
途
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
既
存
建
築
物
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、
容
積
率
・
建
ぺ

い
率
・
斜
線
規
制
の
見
直
し
を
行
う
。

  

④
 
町
が
開
発
誘
致
し
た
生
田
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
工
場
立
地
を
考
慮
し
た
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
・
斜
線
規
制
の
見
直
し
を
行
う
。

 

 

3
.
2
 都

市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

(
1
)
 交

通
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

1
)
 基

本
方
針

 

ⅰ
.
 交

通
体
系
の
整
備
の
方
針

 

本
区
域
内
の
中
央
自
動
車
道
は
広
域
連
携
軸
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
遠
州
・
三
河
方
面
の
太
平
洋
沿
岸
の
地
域
と

の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
。
ま
た
、
主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
を
な
す
一
般
国

道
1
53

号
お
よ
び
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
を
骨
格
的
交
通
軸
と
位
置
づ
け
、

そ
れ
ら
か
ら
市
街
地
内
に
段
階
的
に
交
通
の
集
散
を
誘
導
す
る
適
切
な
道
路
の
不
足
解

消
の
た
め
幹
線
道
路
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
防
災
に
考
慮
し
つ
つ
、
土
地
利
用

の
適
正
誘
導
を
図
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
交
通
体
系
の
整
備
を
推
進
す
る
。

  

  ま
た
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
な
ど
、
通
学
や
高
齢
者
な
ど
車
を
持
た
な
い
人
の
移
動
に
不
可
欠

な
公
共
交
通
体
系
の
存
続
・
拡
充
を
図
り
、
環
境
に
や
さ
し
く
移
動
利
便
性
に
優
れ
た
交

通
体
系
の
整
備
を
図
る
。

  

さ
ら
に
、
「
く
だ
も
の
の
里
」
と
し
て
の
観
光
果
樹
農
業
の
発
展
に
対
応
し
て
、
そ
れ

ら
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
交
通
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
。

  

 

●
住
民
の
交
通
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
、
区
域
内
道
路
網
の
整
備
改
良
を
計
画
的
に
推

進
す
る
。

  

●
地
域
の
地
形
や
環
境
に
調
和
し
た
、
歩
行
者
や
運
転
者
に
安
全
で
快
適
な
、
美
し
い
道

路
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

  

大
規
模
な
開
発
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
、
容
積
率
・
建
ぺ
い
率
・
斜
線
規

制
の
見
直
し
を
行
う
。

 

●
用
途
地
域
に
隣
接
す
る
新
井
地
域
、
工
場
が
点
在
す
る
片
桐
松
川
南
側
地
域
に
つ
い
て

は
、
用
途
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
既
存
建
築
物
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、
容
積
率
・
建
ぺ

い
率
・
斜
線
規
制
の
見
直
し
を
行
う
。

 

●
町
が
開
発
誘
致
し
た
生
田
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
工
場
立
地
を
考
慮
し
た
容
積
率
・

建
ぺ
い
率
・
斜
線
規
制
の
見
直
し
を
行
う
。

 

 

（
２
）
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

ア
 
交
通
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

（
ｱ）

基
本
方
針

 

a
 
交
通
体
系
の
整
備
の
方
針

 

本
区
域
内
の
中
央
自
動
車
道
は
広
域
連
携
軸
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

さ
ら

に
、
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
遠
州
・
三
河
方
面
と
の
交
流
促
進
が
期
待
さ

れ
る
な
ど
、
中
央
自
動
車
道
松
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
に
よ
り
広
域
交
流
の
促
進

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
環
を
な
す
一
般
国
道

1
5
3

号
及
び
広
域
農
道
を
南
北
の
骨
格
的
交
通
軸
、
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
を
東

西
の
骨
格
的
交
通
軸
と
位
置
づ
け
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
防
災
の
向
上
や
土
地
利

用
の
適
切
な
誘
導
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
交
通
体
系
の
整
備
を
推
進
す
る
。

 

ま
た
、
本
区
域
に
近
接
し
て
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
長
野
県
駅

（
仮
称
）
へ
の
交
通
体
系
を
検
討
す
る
。
 

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
な
ど
、
通
学
や
高
齢
者
な
ど
車
を
持
た
な
い
人
の
移
動
に
不
可

欠
な
公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
存
続
・
拡
充
を
図
り
、
環
境
に
や
さ
し
く
移
動
利
便
性
に

優
れ
た
交
通
体
系
や
、
「
く
だ
も
の
の
里
」
と
し
て
の
観
光
果
樹
農
業
を
支
え
る
た
め
に

必
要
な
交
通
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
。

 

以
上
を
踏
ま
え
、
本
区
域
の
交
通
体
系
の
整
備
の
方
針
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

●
住
民
の
交
通
利
便
性
の
向
上
と
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
区
域
内
道
路
網
の
整

備
改
良
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

  

●
地
域
の
地
形
や
環
境
に
調
和
し
た
、
歩
行
者
や
運
転
者
に
安
全
で
快
適
な
、
美
し
い
道

路
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

●
住
民
誰
も
が
便
利
に
使
え
る
公
共
交
通
条
件
の
整
備
、
確
保
に
努
め
る
。

  

  

●
観
光
果
樹
農
業
の
発
展
を
支
え
る
交
通
基
盤
整
備
の
推
進
に
努
め
る
。

 

  ⅱ
.
 整

備
水
準
の
目
標

  

■
道
路

  

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成

1
3
年
度
末
現
在
、
改
良
率
は

5
7
.8
4
%で

あ
り
、 

主
要
幹
線
道
路
、
幹
線
道
路
の
ほ
か
、
広
域
農
道
を
あ
わ
せ
、
お
お
む
ね

20
年
後
に
は

市
街
地
全
体
と
し
て

3
.
5k
m
/ｋ

㎡
（
都
市
計
画
中
央
審
議
会
（
昭
和

58
年
５
月
中
間

答
申
）
に
よ
る
整
備
水
準
の
目
標
の
目
安
値
）
程
度
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
  

 

2
)
 主

要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

  

■
主
要
幹
線
道
路
：
広
域
的
な
都
市
間
の
交
通
流
動
を
担
う

  

●
中
央
自
動
車
道

  

●
都
市
計
画
道
路
３
.
５
.
１
中
央
線
（
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
）

  

●
都
市
計
画
道
路
３
.
５
.
３
国
道
線
（
一
般
国
道

1
53

号
）
  

■
幹
線
道
路
：
主
要
幹
線
を
補
完
し
、
本
区
域
の
都
市
構
造
の
骨
格
形
成
を
担
う

  

●
都
市
計
画
道
路
３
.
５
.
２
新
井
西
線

  

●
都
市
計
画
道
路
３
.
５
.
４
市
の
坪
線

  

●
都
市
計
画
道
路
３
.
５
.
５
団
地
東
線

  

  (
2
)
 下

水
道
及
び
河
川
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

1
) 
基
本
方
針

 

i
.
 下

水
道
及
び
河
川
の
整
備
の
方
針

 

こ
れ
か
ら
の
市
街
化
の
動
向
等
を
見
据
え
つ
つ
、
河
川
等
の
水
質
保
全
と
と
も
に
生
活

環
境
の
改
善
を
図
り
、
健
全
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る
。

  

ま
た
、
降
水
時
の
雨
水
等
の
流
出
を
抑
制
し
、
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
く
、

森
林
や
農
地
の
保
全
を
含
む
総
合
的
な
流
出
抑
制
策
を
講
ず
る
。

  

●
住
民
誰
も
が
便
利
に
使
え
る
公
共
交
通
条
件
の
整
備
、
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
に
よ
る
環
境
負
荷
の
小
さ
い
低
炭
素
型
都
市
づ
く
り
を
促
進
す

る
。
 

●
観
光
果
樹
農
業
の
発
展
を
支
え
る
交
通
基
盤
整
備
の
推
進
に
努
め
る
。

 

  b
 
整
備
水
準
の
目
標

  

(
a
)道

路
  

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
５
路
線
約
６
k
m
が
計
画
決
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成

25

年
３
月
末
現
在
、
整
備
率
は
総
延
長
の
約

5
8％

と
な
っ
て
い
る
。

 

今
後
と
も
、
計
画
的
な
道
路
の
配
置
と
整
備
の
推
進
を
図
る
。

 

  

 

（
ｲ）

主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

  

a
 
主
要
幹
線
道
路
：
広
域
的
な
都
市
間
の
交
通
流
動
を
担
う

 
 

●
中
央
自
動
車
道

  

●
都
市
計
画
道
路
３
．
５
．
１
号

 中
央
線
（
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
）

  

●
都
市
計
画
道
路
３
．
５
．
３
号

 国
道
線
（
一
般
国
道

1
53

号
）
  

b
 
幹
線
道
路
：
主
要
幹
線
を
補
完
し
、
本
区
域
の
都
市
構
造
の
骨
格
形
成
を
担
う

  

●
都
市
計
画
道
路
３
．
５
．
２
号

 新
井
西
線

  

●
都
市
計
画
道
路
３
．
５
．
４
号

 市
の
坪
線

  

●
都
市
計
画
道
路
３
．
５
．
５
号

 団
地
東
線

  

 

イ
 
下
水
道
及
び
河
川
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

（
ｱ）

基
本
方
針

  

a
 
下
水
道
及
び
河
川
の
整
備
の
方
針

  

こ
れ
か
ら
の
市
街
化
の
動
向
等
を
見
据
え
つ
つ
、
河
川
等
の
水
質
保
全
と
と
も
に
生
活

環
境
の
改
善
を
図
り
、
健
全
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る
。

  

ま
た
、
降
水
時
の
雨
水
等
の
流
出
を
抑
制
し
、
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
く
、

森
林
や
農
地
の
保
全
を
含
む
総
合
的
な
流
出
抑
制
策
を
講
ず
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

■
下
水
道

  

下
水
道
の
全
体
計
画
区
域
を
早
期
整
備
し
、
河
川
等
の
水
質
の
保
全
及
び
市
街
地
に
お

 

け
る
浸
水
防
止
等
を
図
る
。

  

  ■
河
川

 

本
区
域
に
は
一
級
河
川
天
竜
川
を
は
じ
め
、
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
や
、
こ
 

れ
ら
の
支
川
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
流
域
内
の
土
地
利
用
の
動
向
、
地
域
社
会
と
河
川
と

の
関
わ
り
、
市
街
地
で
の
水
害
に
対
す
る
安
全
確
保
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
治
水
対
策
を

進
め
る
。

  

改
修
や
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
確
保
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
 

区
域
内
の
利
水
状
況
、
自
然
の
河
川
の
持
つ
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
等
の

多
面
的
な
機
能
を
活
か
し
た
水
辺
環
境
の
形
成
に
留
意
す
る
。

 

 i
i
.
 整

備
水
準
の
目
標

  

■
下
水
道

  

（
汚
水
）

  

既
成
市
街
地
や
市
街
地
開
発
事
業
が
行
わ
れ
る
地
区
な
ど
を
優
先
的
し
つ
つ
、
計
画
区

 

域
内
の
面
整
備
を
完
了
す
る
。

 
 

（
雨
水
）

  

計
画
区
域
内
の
整
備
を
推
進
す
る
。

  

■
河
川

  

本
区
域
の
河
川
は
、
一
級
河
川
の
治
水
機
能
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
の
他
の

河
川
を
含
め
、
親
水
性
の
向
上
と
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
多
自
然
型
の
河
川
整
備
に
努
め

る
。

 

2
)
 主

要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

  

■
下
水
道

  

本
区
域
の
公
共
下
水
道
は
分
流
式
と
し
、
名
子
地
区
、
新
井
地
区
な
ど
を
対
象
と
し
て

整
備
を
進
め
る
。

  

ま
た
、
松
川
終
末
処
理
場
は
、
人
口
の
定
着
状
況
や
処
理
区
域
内
の
面
的
整
備
事
業
な

 

ど
の
進
捗
に
あ
わ
せ
、
段
階
的
に
整
備
す
る
。

  

雨
水
に
つ
い
て
は
、
神
護
原
雨
水
幹
線
の
整
備
を
進
め
る
。

  

(
a
)下

水
道

  

下
水
道
は
、
平
成

25
年
３
月
末
現
在
、
下
水
道
区
域
（
松
川
処
理
区
）
全
域
が
概
ね

供
用
済
み
で
あ
り
、
今
後
は
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川
等
の

水
質
の
保
全
及
び
市
街
地
に
お
け
る
浸
水
防
止
等
を
図
る
。

  

 

(
b
)河

川
 

本
区
域
に
は
一
級
河
川
天
竜
川
を
は
じ
め
、
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
や
、
こ

れ
ら
の
支
川
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
流
域
内
の
土
地
利
用
の
動
向
、
地
域
社
会
と
河
川
と

の
関
わ
り
、
市
街
地
で
の
水
害
に
対
す
る
安
全
確
保
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
治
水
対
策
を

進
め
る
。

  

河
川
の
改
修
や
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
確
保
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
区
域
内
の
利
水
状
況
、
自
然
の
河
川
の
持
つ
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

利
用
等
の
多
面
的
な
機
能
を
活
か
し
た
水
辺
環
境
の
形
成
に
留
意
す
る
。

 

 

b
 
 
整
備
水
準
の
目
標

  

(
a
)下

水
道

 

（
汚
水
）

 

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
促
進
を
図
り
、
下
水
道
普
及
率
の
向
上
を
図
る
。

 

 （
雨
水
）

  

計
画
区
域
内
の
整
備
を
推
進
す
る
。

  

(
b
)河

川
 

天
竜
川
等
の
一
級
河
川
の
治
水
機
能
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
河
川
を

含
め
、
親
水
性
の
向
上
と
周
辺
環
境
に
調
和
し
た
「
多
自
然
川
づ
く
り
」
に
よ
る
河
川
整

備
に
努
め
る
。

 

（
ｲ）

主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

  

a
 
下
水
道

  

本
区
域
の
公
共
下
水
道
は
面
整
備
が
概
ね
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
接
続
率
の
向
上
に

努
め
る
。

 

ま
た
、
松
川
終
末
処
理
場
は
、
流
入
水
量
の
増
加
に
あ
わ
せ
整
備
を
行
う
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

■
河
川

 

片
桐
松
川
に
つ
い
て
は
、
上
流
部
の
片
桐
ダ
ム
の
維
持
管
理
に
努
め
、
洪
水
調
節
を
適

 

正
に
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
河
川
に
つ
い
て
も
、
河
川
の
適
正
な
維
持
管
理
、
災
害

時
の
迅
速
な
対
応
、
水
防
活
動
等
へ
の
協
力
な
ど
に
努
め
、
民
生
の
安
定
を
図
る
。

 

 3
)
 主

要
な
施
設
の
整
備
目
標

  

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

 

 
 

表
－
４
．
お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設

 

都
市
施
設

 
名
称
等

 

下
水
道

 
松
川
町
公
共
下
水
道
松
川
処
理
区

 

神
護
原
雨
水
幹
線

 

      

b
 
河
川
 

片
桐
松
川
に
つ
い
て
は
、
上
流
部
の
片
桐
ダ
ム
の
維
持
管
理
に
努
め
、
洪
水
調
節
を
適

正
に
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
河
川
に
つ
い
て
も
、
河
川
の
適
正
な
維
持
管
理
、
災
害

時
の
迅
速
な
対
応
、
水
防
活
動
等
へ
の
協
力
な
ど
に
努
め
、
民
生
の
安
定
を
図
る
。

  

 

（
ｳ）

主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

  

お
お
む
ね

10
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

 
 

 

表
－
２

 
お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設

 

都
市
施
設

 
名
称
等

 

下
水
道

 
松
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
汚
泥
脱
水
機
の
導
入
等
）

 

河
 
川
 

天
竜
川

 

 

ウ
 
そ
の
他
の
都
市
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

  

（
ｱ）

基
本
方
針

 

高
齢
化
社
会
の
進
行
や
、
多
様
化
す
る
生
活
様
式
に
対
応
し
、
健
康
で
文
化
的
な
都
市

生
活
や
機
能
的
な
都
市
活
動
の
確
保
を
目
標
と
し
て
、
そ
の
他
の
都
市
施
設
の
整
備
を
行

う
。
 

 （
ｲ）

主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

 

a
 
ご
み
焼
却
場

 

ご
み
焼
却
場
と
し
て
は
、
飯
田
市
に
南
信
州
広
域
連
合
で
運
営
し
て
い
る
桐
林
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
時
代
的
要
請
に
基
づ
き
、
飯
田
市
に

南
信
州
広
域
連
合
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
を
担
う
新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
の

整
備
を
図
る
。

 

 

b
 
火
葬
場

 

下
伊
那
北
部
５
町
村
で
構
成
す
る
下
伊
那
北
部
総
合
事
務
組
合
に
よ
る
下
伊
那
北
部

火
葬
場
の
整
備
を
図
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

          3
.
3
 自

然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

  

(
1
)
 基

本
方
針

 

 本
区
域
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
県
立
自
然
公
園
を
背
後
に
控
え
、
天
竜
川
を
見
下
ろ
す
水

 

と
緑
に
恵
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。

  

ま
た
、
天
竜
川
の
河
岸
段
丘
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
独
特
の
地
形
に
よ
り
、
町
全
体
が

美
し
い
豊
か
な
景
観
を
つ
く
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
南
ア
ル
プ
ス
の
優
れ
た
眺
望
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
。

  

河
岸
段
丘
の
傾
斜
地
な
ど
に
は
斜
面
樹
林
や
竹
林
が
多
く
存
在
し
、
町
の
自
然
環
境
の

 

重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
山
麓
一
体
に
は
多
様
な
価
値
を
有
す
る
里
山
が
連

な
っ
て
い
る
。

  

こ
れ
ら
の
自
然
環
境
資
源
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
機
能
を
は
じ
め
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
機
能
、
防
災
機
能
景
観
形
成
機
能
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

  

 

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
資
源
の
機
能
を
踏
ま
え
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
と
と
も

 

に
、
都
市
内
で
必
要
と
さ
れ
る
緑
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

 

 

【
緑
地
の
確
保
水
準
目
標
】
 

●
都
市
に
う
る
お
い
や
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
緑
の
骨
格
を
成
す
森
林
地
帯
の
保
全
・
育

成
、
公
園
緑
地
等
の
整
備
・
保
全
を
図
る
。

 

●
市
街
地
周
辺
に
広
が
る
田
園
地
帯
や
森
林
地
帯
に
入
り
組
ん
だ
谷
部
に
連
な
る
集

落

地
域
等
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
と
一
体
的
に
捉
え
た
環
境
整
備
を
図
る
。

 

（
ｳ）

主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

 

お
お
む
ね

10
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。
 

 表
－
３

 
お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設

 

都
市
施
設

 
名

 
称

 
等
 

ご
み
焼
却
場

 
南
信
州
広
域
連
合
に
よ
る
新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
（
飯
田
市
内

に
予
定
）

 

火
葬
場

 
下
伊
那
北
部
総
合
事
務
組
合
に
よ
る
下
伊
那
北
部
火
葬
場
（
高

森
町
内
）

 

（
３
）

 
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

 

ア
 
基
本
方
針

 

（
ｱ）

自
然
環
境
の
特
徴
と
現
況
、
整
備
又
は
保
全
の
必
要
性

 

本
区
域
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
県
立
公
園
を
背
後
に
控
え
、
天
竜
川
を
見
下
ろ
す
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
る
。

  

ま
た
、
天
竜
川
の
河
岸
段
丘
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
独
特
の
地
形
に
よ
り
、
町
全
体
が

美
し
く
豊
か
な
景
観
を
つ
く
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
南
ア
ル
プ
ス
の
優
れ
た
眺
望
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
。

  

河
岸
段
丘
の
傾
斜
地
な
ど
に
は
斜
面
樹
林
や
竹
林
が
多
く
存
在
し
、
町
の
自
然
環
境
の

重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
山
麓
一
体
に
は
多
様
な
価
値
を
有
す
る
里
山
が
連

な
っ
て
い
る
。

  

こ
れ
ら
の
自
然
環
境
資
源
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
機
能
を
は
じ
め
、
生
物
多
様
性
の

保
全
・
生
態
系
保
持
機
能
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
防
災
機
能
、
景
観
形
成
機
能
な

ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

  

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
資
源
の
機
能
を
踏
ま
え
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
と
と
も

に
、
都
市
内
で
必
要
と
さ
れ
る
緑
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

 

 

（
ｲ）

緑
地
の
確
保
目
標

 

●
都
市
に
う
る
お
い
や
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
緑
の
骨
格
を
成
す
森
林
地
帯
の
保
全
・
育

成
、
公
園
緑
地
等
の
整
備
・
保
全
を
図
る
。

  

●
市
街
地
周
辺
に
広
が
る
田
園
地
帯
や
森
林
地
帯
に
入
り
組
ん
だ
谷
部
に
連
な
る
集
落

地
域
等
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
と
一
体
的
に
捉
え
た
環
境
整
備
を
図
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

●
天
竜
川
や
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
な
ど
の
河
川
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
水

資
源
と
し
て
捉
え
、
治
水
機
能
に
も
十
分
留
意
し
な
が
ら
親
水
性
の
向
上
に
努
め
る
。
 

           (
2
)
 主

要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

 

1
)
 環

境
保
全
系
統

 

①
 森

林
地
帯

  

本
区
域
の
外
縁
の
森
林
地
帯
は
、
景
観
機
能
は
も
と
よ
り
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地

と
し
て
、
ま
た
、
都
市
的
活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
場
な
ど
、
都
市
を
構

成
す
る
骨
格
的
緑
地
と
し
て
そ
の
保
全
・
復
元
に
努
め
る
。

  

 

②
 天

竜
川
・
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
他
、
河
川
沿
い

  

天
竜
川
や
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
な
ど
の
主
要
な
河
川
及
び
そ
の
周
辺
は
、

水
資
源
と
し
て
の
役
割
や
治
水
対
策
な
ど
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
緑
と
と
も
に
都
市
に

う
る
お
い
を
与
え
る
水
と
緑
の
環
境
軸
と
し
て
、
緑
の
拠
点
等
を
効
果
的
に
連
携
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
緑
道
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
等
を
含
む
）
の
形
成
に
努
め
る
。

  

 

③
 集

落
・
田
園
地
帯

  

集
落
内
の
敷
地
林
や
平
地
林
及
び
田
園
地
帯
は
、
森
林
地
帯
と
一
体
的
な
自
然
的
環
境

 

地
帯
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
保
全
・
拡
充
に
努
め
る
。

  

 

2
)
 レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統

  

近
隣
住
民
の
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
開
放
空
間
の
確
保
に
よ
る
居
住
・
就
業
環
 

●
天
竜
川
や
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
な
ど
の
河
川
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
水

資
源
と
し
て
捉
え
、
治
水
機
能
に
も
十
分
留
意
し
な
が
ら
親
水
性
の
向
上
に
努
め
る
。
 

●
都
市
化
の
進
展
等
に
伴
っ
て
生
物
の
多
様
性
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
な
か
「
生

物
多
様
性
な
が
の
県
戦
略
」
に
基
づ
き
、
生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
。

 

 

（
ｳ）

緑
地
の
確
保
目
標
水
準

 

本
区
域
内
に
は
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
公
園
は
３
箇
所
（
面
積

7
.
2h
a）

あ
り
、

そ
の
他
の
公
園
２
箇
所
（
面
積

5
.
1
ha
）
を
含
め
、
全
て
開
設
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
（
平

成
25

年
３
月
末
現
在
）

 

今
後
は
、
人
口
動
向
な
ど
に
よ
る
将
来
的
な
需
要
を
見
定
め
、
「
長
野
県
都
市
公
園
条

例
」
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
正
な
公
園
配
置
を
検
討
す
る
。

 

な
お
、
平
成

3
2
年
に
お
け
る
緑
地
確
保
目
標
を

10
㎡
／
人
と
す
る
。

 

 

イ
 
主
要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

 

（
ｱ）

環
境
保
全
系
統

 

a
 
森
林
地
帯
 

本
区
域
の
外
縁
の
森
林
地
帯
は
、
景
観
機
能
は
も
と
よ
り
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地

と
し
て
、
ま
た
、
都
市
的
活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
場
な
ど
、
都
市
を
構

成
す
る
骨
格
的
緑
地
と
し
て
そ
の
保
全
・
復
元
に
努
め
る
。

 

 

b
 
天
竜
川
、
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
他
、
河
川
沿
い

  

天
竜
川
や
片
桐
松
川
、
境
の
沢
川
、
大
沢
川
な
ど
の
主
要
な
河
川
及
び
そ
の
周
辺
は
、

水
資
源
と
し
て
の
役
割
や
治
水
対
策
な
ど
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
緑
と
と
も
に
都
市
に

う
る
お
い
を
与
え
る
水
と
緑
の
環
境
軸
と
し
て
、
緑
の
拠
点
等
を
効
果
的
に
連
携
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
緑
道
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
等
を
含
む
）
の
形
成
に
努
め
る
。

 

 

c
 
集
落
・
田
園
地
帯

  

集
落
内
の
敷
地
林
や
平
地
林
及
び
田
園
地
帯
は
、
森
林
地
帯
と
一
体
的
な
自
然
的
環
境

地
帯
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
保
全
・
拡
充
に
努
め
る
。

 

 

（
ｲ）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
統

 

近
隣
住
民
の
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
居
住
環
境
の
向
上
も
期
待
し
得
る
都
市
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

境
の
向
上
な
ど
を
も
期
待
し
得
る
都
市
公
園
等
を
配
置
す
る
。

 

ま
た
、
こ
れ
ら
都
市
公
園
は
、
公
共
公
益
施
設
や
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な

ど
を
含
め
、
各
種
拠
点
を
有
機
的
に
連
携
す
る
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め

る
。

 

   

3
)
 防

災
系
統

  

①
 市

街
地
地
域

  

市
街
地
内
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
対
策
機
能
（
一
次
避
難
地
や

 

広
域
避
難
場
所
等
）
に
も
十
分
留
意
し
つ
つ
、
都
市
公
園
を
計
画
的
に
配
置
す
る
。

  

 ②
 里

山
部

  

が
け
崩
れ
等
、
土
砂
災
害
は
も
と
よ
り
、
降
水
時
等
に
お
け
る
河
川
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
貯
水
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
荒
廃
が
進
み
つ
つ
あ
る
民
有
林
を
も
含
め
、
緑

化
の
保
全
・
再
生
・
創
出
に
努
め
る
。

 

 

③
 工

業
地
等

  

工
業
用
地
等
に
つ
い
て
は
、
騒
音
や
振
動
な
ど
の
周
辺
部
に
対
す
る
環
境
阻
害
の
軽
減

等
は
も
と
よ
り
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
も
留
意
し
、
敷
地
内
緑
化
の
促
進
に
努
め
る
。
 

  

4
)
 景

観
構
成
系
統

  

①
 山

並
み
景
観

  

雄
大
な
景
観
を
有
す
る
森
林
地
帯
は
、
本
地
区
の
骨
格
的
な
景
観
資
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や
防
災
機
能
な
ど
を
も
勘
案
し
な
が
ら
保
全
に
努
め
る
。
 

  

②
 農

村
風
景

  

自
然
条
件
と
と
も
に
風
格
の
あ
る
民
家
や
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
果
樹
園
な
ど
、
人
々

の
暮
ら
し
と
産
業
の
営
み
が
、
特
色
の
あ
る
美
し
い
農
村
の
風
景
を
形
作
っ
て
い
る
。「
く

だ
も
の
の
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
し
た
観
光
果
樹
農
業
や
体
験
農
業
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

 

公
園
等
を
将
来
的
な
需
要
を
見
定
め
な
が
ら
、
適
切
に
配
置
す
る
。

 

ま
た
、
こ
れ
ら
都
市
公
園
は
、
公
共
公
益
施
設
や
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な

ど
を
含
め
、
各
種
拠
点
を
有
機
的
に
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
る
。

 

さ
ら
に
、
公
園
の
長
寿
命
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
利
用
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
の
導
入
な
ど
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
も
の
と
す
る
よ

う
努
め
る
。

 

 

（
ｳ）

防
災
系
統

 

a
 
市
街
地
地
域

 

市
街
地
内
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
対
策
機
能
（
一
次
避
難
地
や

広
域
避
難
場
所
等
）
に
も
十
分
留
意
し
つ
つ
、
都
市
公
園
を
計
画
的
に
配
置
す
る
。

 

 

b
 
里
山
部

 

森
林
は
、
が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
は
も
と
よ
り
、
降
水
時
等
に
お
け
る
河
川
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
貯
水
機
能
な
ど
、
防
災
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
荒
廃
が

進
み
つ
つ
あ
る
民
有
林
を
含
め
、
森
林
の
保
全
・
再
生
・
創
出
に
努
め
る
。

 

 

c
 
工
業
地
等

 

工
業
用
地
等
に
つ
い
て
は
、
騒
音
や
振
動
な
ど
の
周
辺
部
に
対
す
る
環
境
阻
害
の
軽
減

等
は
も
と
よ
り
、
水
害
へ
の
予
防
対
策
（
地
下
浸
透
に
よ
る
雨
水
流
出
の
抑
制
）
の
観
点

か
ら
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
も
留
意
し
た
敷
地
内
緑
化
の
促
進
に
努
め
る
。

 

 

（
ｴ）

景
観
構
成
系
統

 

a
 
山
並
み
景
観

 

雄
大
な
景
観
を
有
す
る
森
林
地
帯
は
、
本
区
域
の
骨
格
的
な
景
観
資
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
等
の
優
れ
た
眺
望
を
損
な
わ
な
い

よ
う
配
慮
す
る
。

 

 

b
 
農
村
風
景

 

自
然
条
件
と
と
も
に
風
格
の
あ
る
民
家
や
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
果
樹
園
な
ど
、
人
々

の
暮
ら
し
と
産
業
の
営
み
が
、
特
色
の
あ
る
美
し
い
農
村
の
風
景
を
形
作
っ
て
い
る
。「
く

だ
も
の
の
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
し
た
観
光
果
樹
農
業
や
体
験
農
業
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

リ
ズ
ム
な
ど
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
導
入
な
ど
に
よ
る
多
機
能
化
に
も
努
め

な
が
ら
、
住
民
協
定
づ
く
り
な
ど
の
持
続
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
景
観
保
全
に
努
め
る
。
 

 ③
 水

辺
の
景
観

 

地
域
の
独
自
性
を
顕
著
に
示
す
主
要
な
河
川
に
つ
い
て
は
、
自
然
共
生
型
の
改
修
事
業

な
ど
に
よ
り
、
親
水
性
の
確
保
と
同
時
に
、
周
辺
環
境
・
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
。

 

       (
3
)
 実

現
の
た
め
の
具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

  

1
)
 公

園
緑
地
等
の
配
置
方
針
と
整
備
目
標

  

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
・
交
流
の
場
と
し
て
、
都
市
生
活
に
密
着
し
た
根

 

幹
的
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
地
等
と
し
て
防
災
機
能
を
発
揮
す
る

な
ど
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実
現
の
た
め
公
園
緑
地
の
整
備
に
努
め
る
。

 

  

2
)
 緑

地
保
全
地
区
等
の
指
定
目
標
及
び
指
定
方
針

  

主
要
な
緑
地
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
指
定
を
行
い
、
保
全
を
図
る
。

 

 (4
)
 
主
要
な
緑
地
の
確
保
目
標

 
 

お
お
む
ね

10
年
以
内
に
整
備
予
定
の
主
要
な
公
園
等
の
公
共
空
地
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

  

 

表
－
５
．
お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
予
定
の
主
要
な
公
園
等
の
公
共
空
地

  

都
市
公
園

 
名
称
等

 

都
市
公
園

 
都
市
計
画
公
園
む
ら
や
ま
公
園

 

 

リ
ズ
ム
な
ど
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
導
入
な
ど
に
よ
る
多
機
能
化
に
も
努
め

な
が
ら
、
住
民
に
よ
る
主
体
的
か
つ
持
続
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
景
観
保
全
に
努
め
る
。
 

 c
 
水
辺
の
景
観

 

地
域
の
独
自
性
を
顕
著
に
示
す
主
要
な
河
川
に
つ
い
て
は
、
自
然
共
生
型
の
改
修
事
業

な
ど
に
よ
り
、
親
水
性
の
確
保
と
同
時
に
、
自
然
環
境
の
景
観
の
保
全
、
周
辺
環
境
・
景

観
と
の
調
和
に
努
め
る
。

 

 
 

d
 
ま
ち
な
み
の
景
観

 

道
路
や
河
川
、
公
園
、
官
公
庁
施
設
、
文
化
施
設
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
は
じ
め
、

住
宅
地
や
集
落
地
、
工
場
等
の
緑
化
を
促
進
し
、
緑
豊
か
で
う
る
お
い
あ
る
ま
ち
な
み
景

観
の
創
出
を
図
る
。

 

 

ウ
 
実
現
の
た
め
の
具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

 

（
ｱ）

公
園
緑
地
等
の
整
備
目
標
及
び
配
置
方
針

  

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
・
交
流
の
場
と
し
て
、
都
市
生
活
に
密
着
し
た
根

幹
的
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
地
等
と
し
て
防
災
機
能
を
発
揮
す

る
な
ど
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実
現
の
た
め
今
後
の
人
口
動
向
や
市
街
化
の
状
況

を
勘
案
し
、
公
園
緑
地
の
整
備
に
努
め
る
。

 

 

（
ｲ）

緑
地
保
全
地
区
等
の
指
定
目
標
及
び
指
定
方
針

  

森
林
な
ど
の
主
要
な
緑
地
に
つ
い
て
は
、
緑
地
保
全
に
関
す
る
適
正
な
指
定
を
行
い
、

保
全
を
図
る
。
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）

 

4.
 附

図
 

【
都
市
構
造
図

 
（
松
川
都
市
計
画
）
】

 

       

６
．
附
図
 

【
都
市
構
造
図

 
（
松
川
都
市
計
画
）
】
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松
川
都
市
計
画

 
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
素
案
）
 
新
旧
対
照
表

 

旧
（
現
行
計
画
）

 
新
（
変
更
計
画
）
 

        

 

【
都
市
施
設
等
配
置
図
（
松
川
都
市
計
画
）】
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（参考）都市計画の策定の経緯の概要 

 

松川都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（長野県決定） 

事   項 時   期 備   考 

 

パブリックコメント 

 

 

公聴会のための素案の閲覧 

 

 

公聴会 

（都市計画法第 16 条第 1項） 

 

関東地方整備局長事前協議 

 

関東地方整備局長事前協議回答 

 

市町村意見聴取 

（都市計画法第 18 条第 1項） 

 

市町村意見聴取回答 

 

計画案の公告 

（都市計画法第 17 条第 1項） 

計画案の縦覧 

（都市計画法第 17 条第 1項） 

 

長野県都市計画審議会 

（都市計画法第 18 条第 1項） 

 

国土交通大臣本協議 

（都市計画法第 18 条第 3項） 

国土交通大臣本協議回答 

 

決定告示 

（都市計画法第 20 条第 1項） 

 

平成 25 年 ３月 １日（金）から 

平成 25 年 ３月 31 日（日）まで 

 

平成 26 年 ４月 15 日（火）から 

平成 26 年 ５月 ９日（金）まで 

 

平成 26 年 ５月 10 日（土） 

 

 

平成 26 年 ６月 26 日（木） 

 

平成 26 年 ７月 14 日（月） 

 

平成 26 年 ７月 31 日（木） 

 

 

平成 26 年 ８月 11 日（月） 

 

平成 26 年 ９月 18 日（木） 

 

平成 26 年 ９月 18 日（木）から 

平成 26年 10 月 ２日（木）まで 

 

平成 26年 11 月 ５日（水） 

 

 

平成 26年 11 月 下旬 

 

平成 26年 12 月 下旬 

 

平成 26年 12 月 下旬 

 

 

 

 

 

 

 

公述申出なし

につき中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見書なし 

 

 

 

 

（以下予定） 
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松
川
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）
の
変
更
箇
所
に
つ
い
て

 

 計
画
書
 

ペ
ー
ジ
 

項
目

 
旧
 

（
第

1
81

回
長
野
県
都
市
計
画
審
議
会
）

 

新
 

（
第

1
83

回
長
野
県
都
市
計
画
審
議
会
）

 
変
更
理
由

 

11
 

エ
多
様
な
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
文
化
交
流
都
市
圏
の
創

造
 

・
３
行
目

 

文
学
交
流
拠
点

 

・
３
行
目

 

文
化
交
流
拠
点

 
・
正
確
な
表
現
と
す
る
た
め
修
正

 

13
 

（
ｴ）

交
流
拠
点

 

・
５
行
目

 

b
文
学
交
流
拠
点

 

・
６
行
目

 

文
学
交
流
拠
点
と
位
置
付
け

 

・
５
行
目

 

b
文
化
交
流
拠
点

 

・
６
行
目

 

文
化
交
流
拠
点
と
位
置
付
け

 

・
正
確
な
表
現
と
す
る
た
め
修
正
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